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規婦県指山 毎

（号 外 ）

条

こ
の
規
則
は
、
婦
人
保
護
施

四
年
山
口
県
条
例
第
三
十
号
。
以

人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

口
県
規
則
第
五
十
四
号

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運

旨
）

院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び
施
設
等

口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一

路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
規
則
（
道

路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る

口
県
流
域
下
水
道
規
則
の
一
部
を
改

規 目

次

則人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

が
設
置
す
る
専
用
水
道
の
水
道
技
術

定
猟
法
禁
止
区
域
等
に
設
置
す
る
標

口
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の

週
火
・
金
曜
日
発
行

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施

山
口
県
知

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規

部
を
改
正
す
る
規
則
（
労
働
政
策
課
）

路
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規
則
（
道
路
建
設
課
）
…
…
…
…
…
…

正
す
る
規
則
（
都
市
計
画
課
）
…
…
…

則

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
施
行
規

識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
自
然
保
護
課基

準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

事

二

井

関

成

例
施
行
規
則

則
（
医
務
保
険
課
）
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四

（
男
女
共
同
参
画
課
）
…
…
…
…
一

則
（
生
活
衛
生
課
）
…
…
…
…
二

（
自
然
保
護
課
）
…
…
…
…
…
…
三

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

平 成 年
月 日

（火曜日）

一

入
所
者
を
指
導
す
る
職

二

調
理
員

一
人
以
上

（
記
録
の
整
備
）

三

医
務
室
に
は
、
入
所
者

四

食
堂
及
び
調
理
室
に
は

持
す
る
た
め
に
必
要
な
措

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の

イ

廊
下
、
便
所
そ
の
他

ロ

火
気
を
使
用
す
る
部

（
職
員
）

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
項

イ

一
室
の
定
員
は
、
原

ロ

入
所
者
一
人
当
た
り

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と

ハ

主
要
な
出
入
口
は
、

と
。

ニ

寝
具
を
収
納
す
る
た

収
納
す
る
こ
と
が
で
き

は
、
寝
具
を
収
納
す
る

二

非
常
警
報
設
備
の
設
置

円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能

三

避
難
口
の
増
設
、
搬
送

り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能

人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等

２

条
例
第
三
条
第
四
項
の
基

一

相
談
室
に
は
、
室
内
に

二

居
室
は
、
次
に
掲
げ
る

め
る
も
の
と
す
る
。

（
設
備
）

第
二
条

条
例
第
三
条
第
二
項

木
造
か
つ
平
屋
建
て
の
建
物

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ

び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し

員

一
人
以
上

を
診
療
す
る
た
め
に
必
要
な
医
薬

、
食
器
、
調
理
器
具
等
の
消
毒
そ

置
を
講
じ
る
こ
と
。

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満

必
要
な
場
所
に
常
夜
灯
を
設
け
る

分
は
、
不
燃
材
料
を
用
い
る
こ
と

の
規
則
で
定
め
る
員
数
は
、
次
の

則
と
し
て
四
人
以
下
と
す
る
こ
と

の
床
面
積
は
、
収
納
設
備
等
を
除

。避
難
上
有
効
な
空
地
、
共
同
廊
下

め
の
押
入
れ
そ
の
他
の
設
備
の
ほ

る
収
納
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
た

た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
を
要

等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び

な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅

な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓

に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

の
規
則
で
定
め
る
建
物
は
、
次
の

と
す
る
。

の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ

れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区

た
構
造
で
あ
る
こ
と
。

一

品
等
を
備
え
る
こ
と
。

の
他
食
堂
及
び
調
理
室
の
清
潔
を

た
し
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

。と
お
り
と
す
る
。

。き
、
お
お
む
ね
四
・
九
五
平
方
メ

又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

か
、
入
所
者
ご
と
に
身
の
回
り
品

だ
し
、
寝
台
を
設
け
て
い
る
場

し
な
い
。

通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り

員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等
に

練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ
と
、
配

難
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と

各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調
理

画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初
期
消
火

保 ーこを合 、よ置。 す室及

規

則



平

２
号

成 年 月 日 火曜日

事
２（

関
第
九

（
施

１（
経

山 口

一二三四
（
自

第
八

県 報

（
保

第
六ば

２（
給

第
七め受

（号 外 ）

第
四整

（
食

第
五び

２３
方

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す

ロ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

項
に
つ
い
て
の
規
程
を
定
め
な
け

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自

係
機
関
と
の
連
携
）

条

婦
人
保
護
施
設
は
、
婦
人
相

附

則

行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十

過
措
置
）

当
該
入
所
者
に
係
る
当
該
金
銭

益
を
含
む
。
以
下
「
入
所
者
に
係

入
所
者
に
係
る
金
銭
を
給
付
金

入
所
者
に
係
る
金
銭
の
収
支
の

当
該
入
所
者
が
退
所
し
た
場
合

得
さ
せ
る
こ
と
。

立
支
援
）

条

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者

健
衛
生
）

条

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者

な
ら
な
い
。

婦
人
保
護
施
設
は
、
必
要
な
医
薬

付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭

条

婦
人
保
護
施
設
は
、
当
該
婦

る
給
付
金
（
以
下
「
給
付
金
」
と

け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ

条

婦
人
保
護
施
設
は
、
設
備
、

備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
）

条

食
事
は
、
食
品
の
種
類
及
び

嗜
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ

栄
養
士
を
置
か
な
い
婦
人
保
護
施

法
に
つ
い
て
保
健
所
の
指
導
を
受

る
婦
人
保
護
施
設
の
建
物
に
つ

れ
ば
な
ら
な
い
。

立
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
を

談
所
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ

る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の

の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
簿
を

に
は
、
速
や
か
に
、
入
所
者
に

の
起
床
、
就
寝
、
食
事
、
入
浴

に
対
し
、
毎
年
二
回
以
上
の
定

品
等
を
備
え
、
適
正
に
管
理
し

の
管
理
）

人
保
護
施
設
の
設
置
者
が
入
所

い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と

に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

職
員
、
会
計
及
び
入
所
者
の
処

。調
理
の
方
法
に
つ
い
て
栄
養
並

ば
な
ら
な
い
。

た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ

設
に
あ
っ
て
は
、
献
立
の
内
容

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
第
二

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ
た
収

他
の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

備
え
る
こ
と
。

係
る
金
銭
を
当
該
入
所
者
に
取

そ
の
他
の
日
常
生
活
に
関
す
る

期
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

者
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を

な
い
。

遇
の
状
況
に
関
す
る
諸
記
録
を

び
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
及

ば
な
ら
な
い
。

、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理
の

し
た
者
に
限
る
。
）
で
あ

条
例
第
三
号
若
し
く
は
第

当
該
各
号
に
規
定
す
る
学

当
該
各
号
に
規
定
す
る
年

四

外
国
の
学
校
に
お
い
て

に
相
当
す
る
学
科
目
を
、

等
以
上
に
修
得
し
た
後
、

す
る
技
術
上
の
実
務
に
従

五

技
術
士
法
（
昭
和
五
十

水
道
部
門
に
合
格
し
た
者

者
に
あ
っ
て
は
一
年
以
上

二

条
例
第
一
号
、
第
三
号

学
及
び
薬
学
に
関
す
る
学

業
し
た
後
、
条
例
第
一
号

号
に
規
定
す
る
学
校
の
卒

卒
業
者
に
つ
い
て
は
四
年

者
三

外
国
の
学
校
に
お
い
て

県
が
設
置
す
る
専
用
水

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の

例
第
五
十
号
。
以
下
「
条
例
」

掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能

一

条
例
第
一
号
又
は
第
二

六
号
）
に
規
定
す
る
大
学

る
課
程
を
専
攻
し
た
後
、

る
専
攻
を
修
了
し
た
後
、

県
が
設
置
す
る
専
用
水
道
の

る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
規
則
第
五
十
五
号

っ
て
、
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る

四
号
に
規
定
す
る
課
程
に
相
当
す

校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同

数
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の

、
条
例
第
五
号
に
規
定
す
る
学
科

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
卒
業
者
ご

事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条

（
選
択
科
目
と
し
て
上
水
道
及
び

水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に

及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
学
校
に

科
目
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

に
規
定
す
る
学
校
の
卒
業
者
に
つ

業
者
に
つ
い
て
は
三
年
六
月
以
上

六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上

、
条
例
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号

道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め

と
い
う
。
）
第
七
号
の
規
定
に
よ

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、

号
の
卒
業
者
で
あ
っ
て
、
学
校
教

院
研
究
科
に
お
い
て
一
年
以
上
衛

又
は
大
学
の
専
攻
科
に
お
い
て
衛

条
例
第
一
号
の
卒
業
者
に
あ
っ
て

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め

山
口

技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験

る
課
程
又
は
学
科
目
を
、
そ
れ
ぞ

等
以
上
に
修
得
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

目
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
学
科

学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と

と
に
規
定
す
る
年
数
以
上
水
道
に

第
一
項
の
第
二
次
試
験
の
う
ち
上

工
業
用
水
道
又
は
水
道
環
境
を
選

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

お
い
て
、
工
学
、
理
学
、
農
学
、

学
科
目
以
外
の
学
科
目
を
修
め
て

い
て
は
二
年
六
月
以
上
、
条
例
第

、
条
例
第
四
号
に
規
定
す
る
学
校

の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

に
規
定
す
る
課
程
及
び
学
科
目
又

定
め
る
条
例
施
行
規
則

る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県

り
条
例
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で

次
の
と
お
り
と
す
る
。

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学
に
関

生
工
学
若
し
く
は
水
道
工
学
に
関

は
六
月
以
上
、
条
例
第
二
号
の
卒

る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布

県
知
事

二

井

関

成

二

を れれ者目同関下択 医卒三のるは 条に十すす業 す



平成 年 月 日 火曜日 山 口 県

こ
別
表

報

指
山

指
五
十

（号 外 ）

六こ指
定
猟
法
禁
止

区
域

制
札

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

標
識
を
設
置
す

る
区
域

区
分

寸

定
猟
法
禁
止
区
域
等
に
設
置
す
る

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

口
県
規
則
第
五
十
六
号

指
定
猟
法
禁
止
区
域
等
に
設
置

定
猟
法
禁
止
区
域
等
に
設
置
す
る

一
号
）
の
規
定
に
よ
る
標
識
の
寸

有
す
る
も
の

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け

者
附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施

山
口
県
知

す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条

標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
（

法
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る

た
者
が
行
う
水
道
の
管
理
に
関

す
る
。

法

行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

事

二

井

関

成

例
施
行
規
則

平
成
二
十
四
年
山
口
県
条
例
第

。 す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た

休
猟
区

標
柱

制
札

鳥
獣
保
護
区
、

特
別
保
護
地
区

又
は
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

標
柱

三
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備

考

特
別
保
護
指
定

区
域

制
札

制
限
区
域

制
札

特
定
猟
具
使
用

制
札

第
九
条
の
見
出
し
中
「
同
意

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及

る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
及
び
第
四

第
五
条
の
見
出
し
中
「
同
意

「
協
議
又
は
認
可
の
」
を
、
「

第
六
条
の
見
出
し
中
「
同
意

第
七
条
の
見
出
し
中
「
同
意

議
を
し
よ
う
」
に
改
め
、
「
記

の
」
の
下
に
「
協
議
書
又
は
」

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
規
則
第
五
十
七
号

山
口
県
立
自
然
公
園
条

一

指
定
猟
法
禁
止
区
域
、

竹
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合

こ
と
。

二

鳥
獣
保
護
区
、
特
別
保

太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
と

こ
の
表
に
定
め
る
寸
法
に

三

制
札
の
寸
法
は
、
既
存

容
易
に
視
認
で
き
る
と
き

山
口

又
は
」
を
削
る
。

ら
施
行
す
る
。

び
施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
口
県

条
の
見
出
し
中
「
同
意
」
を
「
協

」
を
「
協
議
」
に
改
め
、
同
条
第

記
載
し
た
」
の
下
に
「
協
議
書
又

」
を
「
協
議
」
に
改
め
る
。

」
を
「
協
議
」
に
改
め
、
同
条
第

載
し
た
」
の
下
に
「
協
議
書
又
は

を
加
え
る
。

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

休
猟
区
又
は
特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域

に
あ
っ
て
は
、
地
上
百
五
十
セ
ン
チ
メ

護
地
区
又
は
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
る
材
質
の
も

よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

工
作
物
を
利
用
し
て
効
果
的
に
設
置
で

は
、
こ
の
表
に
定
め
る
寸
法
に
よ
ら
な県

知
事

二

井

関

成

る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布

規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

議
」
に
改
め
る
。

一
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
の
下

は
」
を
加
え
る
。

一
項
中
「
同
意
を
得
よ
う
」
を
「

」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

規
則 に

設
置
す
る
標
識
の
制
札
は
、
立
木

ー
ト
ル
以
上
の
場
所
で
固
定
さ
せ
る

に
設
置
す
る
標
識
の
制
札
の
支
柱
の

の
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
制
札
を

い
こ
と
が
で
き
る
。 四

す のに協項
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（
病

第
二一

（号 外 ）

山（
趣

第
一成項

〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
を
療
養

こ
と
。

ホ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
で
あ

放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
、
無

治
療
室
の
病
床
で
あ
っ
て
、
当
該

院
す
る
た
め
に
専
ら
用
い
る
他
の

の
病
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
放
射

病
床
数
及
び
申
請
に
係
る
病
床
数

介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
定

野
庁
又
は
防
衛
省
が
所
管
す
る

ロ

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康

災
害
補
償
保
険
の
保
険
関
係
の

を
被
っ
た
も
の
の
み
の
診
療
を

ハ

特
定
の
事
務
所
又
は
事
業
所

所

当
該
事
務
所
又
は
事
業
所

ニ

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

療
型
障
害
児
入
所
施
設
又
は
障

条
第
六
項
に
規
定
す
る
療
養
介

床
数
に
係
る
必
要
な
補
正
等
の
基

条

条
例
第
二
条
第
一
項
の
補
正

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る

既
存
の
病
床
数
又
は
申
請
に
係
る

ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
者
の
数
を
当

五
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
零
と
す

病
床
数
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
。

イ

国
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診

口
県
規
則
第
五
十
八
号

病
院
及
び
診
療
所
の
人
員
及
び

旨
）

条

こ
の
規
則
は
、
病
院
及
び
診

二
十
四
年
山
口
県
条
例
第
四
十
八

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

病
床
又
は
一
般
病
床
に
係
る
既

対
策
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法

る
病
院
又
は
診
療
所

入
院
患

菌
病
室
の
病
床
又
は
集
中
強
化

病
室
の
入
院
患
者
が
当
該
病
室

病
床
が
同
一
の
病
院
内
に
確
保

線
治
療
病
室
等
の
病
床
」
と
い

に
算
定
し
な
い
こ
と
。

員
に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
老

も
の

当
該
省
庁
の
職
員
及
び

福
祉
機
構
の
開
設
す
る
病
院
又

成
立
し
て
い
る
事
業
に
使
用
さ

行
う
も
の

当
該
業
務
上
の
災

の
従
業
者
及
び
そ
の
家
族
の
診

の
従
業
者
及
び
そ
の
家
族
以
外

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四

害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七

護
を
行
う
施
設
で
あ
る
病
院

準
）

の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
に
つ

病
床
数
に
、
当
該
病
床
の
利
用

該
病
床
の
利
用
者
の
数
で
除
し

る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
数
を
既

療
所
で
あ
っ
て
、
宮
内
庁
、
総

施
設
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め

療
所
の
人
員
及
び
施
設
等
に
関

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。

存
の
病
床
数
と
し
て
算
定
す
る

律
第
百
八
十
三
号
）
第
十
三
条

者
以
外
の
者

治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患
強
化

に
お
け
る
治
療
の
終
了
後
に
入

さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
他

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

人
保
健
施
設
の
入
所
定
員
数
に

そ
の
家
族
以
外
の
者

は
診
療
所
で
あ
っ
て
、
労
働
者

れ
る
労
働
者
で
業
務
上
の
災
害

害
を
被
っ
た
労
働
者
以
外
の
者

療
の
み
を
行
う
病
院
又
は
診
療

の
者

十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五

入
院
患
者
以
外
の
者

る
。

い
て
は
、
病
床
の
種
別
ご
と
に

者
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か

て
得
た
数
（
そ
の
数
が
○
・
○

存
の
病
床
数
又
は
申
請
に
係
る

務
省
、
法
務
省
、
財
務
省
、
林

る
条
例
施
行
規
則

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平

）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事

二

看
護
師
及
び
准
看
護
師

院
患
者
の
数
を
四
で
除
し

（
入
院
し
て
い
る
新
生
児

診
療
所
と
す
る
。

（
人
員
の
基
準
）

第
五
条

条
例
第
四
条
第
一
項

一

薬
剤
師
の
員
数
は
、
精

し
て
得
た
数
と
、
精
神
病

で
除
し
て
得
た
数
と
、
外

え
て
得
た
数
（
そ
の
数
が

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

治
療
病
室
等
の
病
床
の
数
と

る
病
院
の
機
能
及
び
性
格
、

お
け
る
実
績
、
当
該
病
院
と

定
す
る
数
に
よ
る
も
の
と
す

第
三
条

条
例
第
二
条
第
二
項

○
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
と

（
専
属
薬
剤
師
を
置
く
病
院
又

第
四
条

条
例
第
三
条
の
病
院

２

前
項
第
一
号
の
当
該
病
床

項
第
二
号
に
規
定
す
る
他
の

が
あ
っ
た
日
前
の
直
近
の
九

申
請
が
あ
っ
た
日
前
の
直
近

該
病
院
又
は
診
療
所
に
お
け

院
又
は
診
療
所
の
実
績
等
を

３

申
請
に
係
る
病
床
数
に
つ

ホ
ま
で
に
定
め
る
者
の
数
並

四

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で

と
。

五

心
神
喪
失
等
の
状
態
で

（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

療
機
関
で
あ
る
病
院
の
病

号
の
決
定
を
受
け
た
者
に

い
て
は
、
既
存
の
病
床
数

の
員
数
は
、
療
養
病
床
、
精
神
病

て
得
た
数
と
、
感
染
症
病
床
及
び

を
含
む
。
）
の
数
を
三
で
除
し
て

各
号
に
規
定
す
る
従
業
者
の
員
数

神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病

床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
以

来
患
者
に
係
る
取
扱
処
方
箋
の
数

一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と
し
、

上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る

見
込
ま
れ
る
も
の
の
数
は
、
前
項

当
該
病
院
の
申
請
に
係
る
病
床
と

機
能
及
び
性
格
を
同
じ
く
す
る
病

る
。

の
入
所
定
員
数
の
基
準
は
、
介
護

す
る
。

は
診
療
所
）

又
は
診
療
所
は
、
全
て
の
病
院
又

の
利
用
者
の
数
及
び
同
号
イ
か
ら

病
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
放
射
線

月
三
十
日
に
お
け
る
数
に
よ
る
も

の
九
月
三
十
日
に
お
い
て
業
務
が

る
実
績
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所

考
慮
し
て
知
事
が
推
定
す
る
数
に

い
て
の
第
一
項
第
一
号
の
当
該
病

び
に
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
他

あ
る
病
院
の
病
床
に
つ
い
て
は
、

重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の

十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

床
（
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第

対
す
る
同
法
に
よ
る
入
院
に
よ
る

に
算
定
し
な
い
こ
と
。

五

床
及
び
結
核
病
床
に
係
る
病
室
の

一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患

得
た
数
と
を
加
え
て
得
た
数
（
そ

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

室
の
入
院
患
者
の
数
を
百
五
十
で

外
の
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
七

を
七
十
五
で
除
し
て
得
た
数
と
を

そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が

。 の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
に

種
別
を
同
じ
く
す
る
既
存
の
病
床

院
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
知
事
が

老
人
保
健
施
設
の
入
所
定
員
数

は
医
師
が
常
時
三
人
以
上
勤
務
す

ホ
ま
で
に
定
め
る
者
の
数
並
び
に

治
療
病
室
等
の
病
床
の
数
は
、
申

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、

と
機
能
及
び
性
格
を
同
じ
く
す
る

よ
る
も
の
と
す
る
。

床
の
利
用
者
の
数
及
び
同
号
イ
か

の
病
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
放
射

既
存
の
病
床
数
に
算
定
し
な
い

医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法

に
よ
る
指
定
を
受
け
た
指
定
入
院

一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第

医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に

入者の 除十加あ 係に推にる 同請、当病ら線 こ律医一つ
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三四
行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

消
毒
施
設
及
び
洗

施
設
は
、

り
入
院
患
者
及
び
職
員
の
被
服
、

談
話
室
は
、
療
養
病
床
の
入
院

を
有
す
る
こ
と
。

食
堂
の
床
面
積
は
、
療
養
病

と
。浴

室
は
、
身
体
の
不
自
由
な
者

附

則

事
務
員
そ
の
他
の
従
業
者
の
員

と
す
る
。

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

来
患
者
並
び
に
同
項
第
一
号
の
取

若
し
く
は
診
療
所
の
開
設
又
は
休

る
も
の
と
す
る
。

設
）

条

条
例
第
五
条
第
三
項
の
要
件

す
る
。

栄
養
士
の
員
数
は
、
一
人
と
す

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士

条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る

看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数

満
た
な
い
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

看
護
補
助
者
の
員
数
は
、
療
養

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
と
す
る

数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に

ご
と
に
一
を
加
え
て
得
た
数
と
す

適
当
数
を
助
産
師
と
す
る
も
の
と

科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当

看
護
補
助
者
の
員
数
は
、
療
養

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
と
す
る

診
療
放
射
線
技
師
、
事
務
員
そ

行
す
る
。

蒸
気
、
ガ
ス
若
し
く
は
薬
品
を

寝
具
等
の
消
毒
を
行
う
こ
と
が

患
者
同
士
や
入
院
患
者
と
そ
の

床
の
入
院
患
者
一
人
に
つ
き
一
平

が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の

数
は
、
療
養
病
床
を
有
す
る
診

及
び
前
項
各
号
の
入
院
患
者
、

扱
処
方
箋
の
数
は
、
前
年
度
の

止
し
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
。

の
員
数
は
、
病
院
の
実
情
に
応

従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お

は
、
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の

人
と
す
る
。

病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

。 し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い

、
外
来
患
者
の
数
が
三
十
又
は

る
。
た
だ
し
、
産
婦
人
科
又
は

し
、
ま
た
、
歯
科
、
矯
正
歯
科

数
を
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と

病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

。の
他
の
従
業
者
の
員
数
は
、
病

用
い
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

家
族
が
談
話
を
楽
し
め
る
広
さ

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ

と
す
る
こ
と
。

療
所
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の

平
均
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
病

の
再
開
の
場
合
は
、
推
定
数
に

じ
た
適
当
数
と
す
る
。

り
と
す
る
。

入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
四
に

の
数
が
四
又
は
四
に
満
た
な
い

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

三
十
に
満
た
な
い
端
数
を
増
す

産
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の

、
小
児
歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外

が
で
き
る
。

の
数
が
四
又
は
四
に
満
た
な
い

院
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数
と

し
、
産
婦
人
科
又
は
産
科

科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯

の
員
数
は
、
こ
の
規
則
の
施

一
日
ま
で
の
間
は
、
同
項
第

一

看
護
師
及
び
准
看
護
師

得
た
数
と
、
精
神
病
床
及

と
、
感
染
症
病
床
及
び
一

む
。
）
の
数
を
三
で
除
し

と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満

者
の
数
が
三
十
又
は
三
十

４

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

前
の
介
護
保
険
法
第
四
十
八

規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療

師
及
び
准
看
護
師
並
び
に
看

条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

で
あ
っ
て
開
設
者
が
、
同
年

特
定
病
院
で
あ
る
こ
と
を
知

３

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人

省
令
第
四
十
号
）
附
則
第
十

（
同
条
の
転
換
に
係
る
部
分

初
に
医
療
法
施
行
規
則
（
昭

に
基
づ
き
療
養
病
床
及
び
一

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第

て
得
た
数
」
と
あ
る
の
は
、

（
看
護
師
及
び
准
看
護
師
並
び

（
病
床
数
の
補
正
等
に
関
す
る

２

介
護
老
人
保
健
施
設
（
介

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人

に
よ
る
開
設
の
許
可
又
は
入

て
介
護
保
険
法
施
行
法
第
八

律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
十

設
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は

な
い
。

に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数

科
又
は
歯
科
口
腔
外
科
に
お
い
て

行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か

の
員
数
は
、
療
養
病
床
に
係
る
病

び
結
核
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院

般
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患

て
得
た
数
と
を
加
え
て
得
た
数
（

た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

に
満
た
な
い
端
数
を
増
す
ご
と
に

で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月

（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号

条
第
一
項
第
三
号
の
指
定
を
受
け

施
設
（
以
下
「
特
定
介
護
療
養
型

護
補
助
者
の
員
数
（
以
下
「
看
護

号
に
掲
げ
る
数
に
満
た
な
い
病
院

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
特
定
介
護

事
に
届
け
出
た
も
の
に
つ
い
て
は

員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営

三
条
の
療
養
病
床
の
転
換
を
行
っ

に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該

和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号

般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
を
算

二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
三
条

「
入
所
定
員
数
」
と
す
る
。

に
看
護
補
助
者
の
員
数
に
関
す
る

経
過
措
置
）

護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法

保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

所
定
員
の
増
加
に
係
る
変
更
の
許

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
開

四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も

、
当
分
の
間
、
第
二
条
第
一
項
第

を
助
産
師
と
す
る
も
の
と
し
、

は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
歯
科
衛

う
。
）
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三

わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

室
の
入
院
患
者
の
数
を
六
で
除
し

患
者
の
数
を
四
で
除
し
て
得
た

者
（
入
院
し
て
い
る
新
生
児
を

そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は

れ
を
切
り
上
げ
る
。
）
に
、
外
来

一
を
加
え
て
得
た
数
と
す
る
。
た

一
日
に
お
い
て
現
に
、
健
康
保
険

）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改

て
い
る
同
法
第
八
条
第
二
十
六
項

医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
又
は
看

師
等
の
員
数
」
と
い
う
。
）
が
第

（
以
下
「
特
定
病
院
」
と
い
う
。

療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
こ
と
又

、
当
該
病
院
に
置
く
べ
き
看
護
師

に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚

た
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
定

転
換
を
行
っ
た
日
か
ら
同
日
以
後

）
第
三
十
条
の
三
十
第
一
号
の
規

定
す
る
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
前

中
「
入
所
定
員
数
に
〇
・
五
を
乗

経
過
措
置
）

律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
十
四
条

八
十
号
）
第
四
十
六
条
の
六
の
規

可
を
受
け
た
老
人
保
健
施
設
で
あ

設
者
が
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年

の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
老
人
保
健

三
号
及
び
第
三
条
の
規
定
は
適
用

六

歯生 十て数含一患だ 法正に護五）は等 生員最定項じ の定っ法施し



平成

師

年 月 日 火曜日

８
療下養はでに

山 口 県

た年を日ず一二

報

床と
６

くに師
７

療

（号 外 ）

二
５

にて
又
は
准
看
護
師
と
す
る
。

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
と
す
る

療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ

養
型
医
療
施
設
又
は
看
護
師
等
の

「
特
定
診
療
所
」
と
い
う
。
）
で

型
医
療
施
設
で
あ
る
こ
と
又
は

、
当
該
診
療
所
に
置
く
べ
き
看
護

の
間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

満
た
な
い
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

な
い
診
療
所
（
以
下
こ
の
項
に
お

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
特
定
介
護

知
事
等
に
届
け
出
た
も
の
に
つ
い

か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数

満
た
な
い
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

看
護
補
助
者
の
員
数
は
、
療
養

に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を

き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
る
。
）

第
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二

べ
き
看
護
師
等
の
員
数
は
、
当
分

満
た
な
い
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

又
は
准
看
護
師
と
す
る
。

療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ

養
型
医
療
施
設
又
は
看
護
師
等
の

士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

看
護
補
助
者
の
員
数
は
、
療
養

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
と
す
る

精
神
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
五
条

「
歯
科
衛
生
士
と
、
精
神
病
床
に
お

得
た
数
（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な

。っ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一

員
数
が
附
則
第
六
項
に
規
定
す

あ
っ
て
開
設
者
が
、
同
年
六
月

特
定
診
療
所
で
あ
る
こ
と
を
知
事

師
等
の
員
数
は
、
施
行
日
か
ら

ら
ず
、
療
養
病
床
に
係
る
病
室

人
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う

い
て
「
特
定
診
療
所
」
と
い
う

療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
こ
と

て
は
、
当
該
診
療
所
に
置
く
べ

ま
で
の
間
は
、
同
項
第
一
号
及

は
、
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の

人
と
す
る
。

病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

四
で
除
し
て
得
た
数
（
そ
の
数

か
ら
減
じ
て
得
た
数
を
看
護
補

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療

の
間
、
療
養
病
床
に
係
る
病
室

人
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う

っ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一

員
数
が
第
五
条
第
二
項
第
一
号

病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

。法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
二

第
一
項
第
二
号
た
だ
し
書
中
「

い
て
は
精
神
病
床
に
係
る
病
室

い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

日
に
お
い
て
現
に
、
特
定
介
護

る
数
に
満
た
な
い
診
療
所
（
以

三
十
日
ま
で
に
、
特
定
介
護
療

に
届
け
出
た
も
の
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

の
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
三

ち
の
一
人
に
つ
い
て
は
、
看
護

。
）
で
あ
っ
て
開
設
者
が
、
同

又
は
特
定
診
療
所
で
あ
る
こ
と

き
看
護
師
等
の
員
数
は
、
施
行

び
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
六
に

の
数
が
六
又
は
六
に
満
た
な
い

に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る

助
者
」
と
す
る
。

養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に
置

の
入
院
患
者
の
数
が
二
又
は
二

ち
の
一
人
に
つ
い
て
は
、
看
護

日
に
お
い
て
現
に
、
特
定
介
護

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
数
に
満

の
数
が
六
又
は
六
に
満
た
な
い

に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

歯
科
衛
生
士
」
と
あ
る
の
は
、

の
入
院
患
者
の
数
を
五
で
除
し

を
切
り
上
げ
る
。
）
を
精
神
病

も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

訓
練
生
の
数

訓
練
を

三

訓
練
期
間

一
年
で
あ

識
の
内
容
、
訓
練
の
実
施

期
間
内
で
当
該
訓
練
を
適

る
。

四

訓
練
時
間

一
年
に
つ

時
間
を
合
計
し
た
時
間
（

と
。

五

設
備

教
科
の
科
目
に

第
三
条

普
通
課
程
の
普
通
職

一

訓
練
の
対
象
者

学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校

め
ら
れ
る
者
又
は
職
業
に

習
得
し
よ
う
と
す
る
者
で

二

教
科

そ
の
科
目
が
将

め
に
必
要
な
基
礎
的
な
技

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
五
十
四
年

え
る
。

第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し

第
三
条
中
「
職
業
能
力
開
発

る
」
を
「
前
二
条
に
規
定
す
る

第
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を

（
普
通
課
程
の
訓
練
基
準
）

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
規
則
第
五
十
九
号

山
口
県
立
職
業
能
力
開

行
う
一
単
位
に
つ
き
五
十
人
以
下

る
こ
と
。
た
だ
し
、
訓
練
の
対
象

体
制
等
に
よ
り
こ
れ
に
よ
り
難
い

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め

き
お
お
む
ね
千
四
百
時
間
で
あ
り

以
下
「
総
訓
練
時
間
」
と
い
う
。

応
じ
当
該
科
目
の
訓
練
を
適
切
に

業
訓
練
に
係
る
条
例
第
四
条
の
基

教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
こ
れ
ら

必
要
な
技
能
（
高
度
の
技
能
を
除

あ
る
こ
と
。

来
多
様
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す

能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
習

規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規

山
口
県
条
例
第
三
号
」
の
下
に
「

、
第
四
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
二

促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四

」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す

加
え
る
。

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

山
口

発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

七

で
あ
る
こ
と
。

と
な
る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る

場
合
に
は
、
一
年
以
上
四
年
以
下

ら
れ
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で

、
か
つ
、
教
科
の
科
目
ご
と
の
訓

）
が
千
四
百
時
間
以
上
で
あ
る

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
高
等
学

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

く
。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識

る
知
識
を
有
す
る
労
働
者
と
な
る

得
さ
せ
る
た
め
に
適
切
と
認
め
ら

則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
」
を

条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
に
定

る
。

こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

則

知のき練こる 校認をたれ よ加め



平成 年 月 日 火曜日

（
施

１（
経

２
施て

山 口

四五六七八

県 報

一二三

（号 外 ）

七八
（
短

第
四

附

則

行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十

過
措
置
）

改
正
後
の
山
口
県
立
職
業
能
力
開

行
の
日
以
後
に
入
学
す
る
者
に
つ

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

と
。訓

練
時
間

総
訓
練
時
間
が
十

設
備

教
科
の
科
目
に
応
じ
当

も
の
で
あ
る
こ
と
。

訓
練
生
の
数

訓
練
を
行
う
一

職
業
訓
練
指
導
員

訓
練
生
の

じ
た
適
切
な
数
で
あ
る
こ
と
。

試
験

訓
練
の
終
了
時
に
行
う

訓
練
の
対
象
者

学
校
教
育
法

の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
若
し

又
は
職
業
に
必
要
な
技
能
（
高
度

と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

教
科

そ
の
科
目
が
職
業
に
必

識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
適
切
と

訓
練
期
間

六
月
（
訓
練
の
対

施
体
制
等
に
よ
り
こ
れ
に
よ
り
難

職
業
訓
練
指
導
員

訓
練
生
の

じ
た
適
切
な
数
で
あ
る
こ
と
。

試
験

学
科
試
験
及
び
実
技
試

た
だ
し
、
最
終
の
回
の
試
験
は
、

第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
二

査
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き

期
課
程
の
訓
練
基
準
）

条

短
期
課
程
の
普
通
職
業
訓
練

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
校
規
則
第
三
条
か
ら
第
五
条

い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
入
学

二
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

該
科
目
の
訓
練
を
適
切
に
行
う

単
位
に
つ
き
五
十
人
以
下
で
あ

数
、
訓
練
の
実
施
に
伴
う
危
険

こ
と
。

に
規
定
す
る
中
学
校
を
卒
業
し

く
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
学

の
技
能
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ

要
な
技
能
（
高
度
の
技
能
を
除

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

象
と
な
る
技
能
及
び
こ
れ
に
関

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
年
）

数
、
訓
練
の
実
施
に
伴
う
危
険

験
に
区
分
し
、
訓
練
期
間
一
年

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和

十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
。

に
係
る
条
例
第
四
条
の
基
準
は

ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の

し
て
現
に
在
学
中
の
者
に
つ
い

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

る
こ
と
。

の
程
度
及
び
指
導
の
難
易
に
応

た
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
よ
う

く
。
）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知

。す
る
知
識
の
内
容
、
訓
練
の
実

以
下
の
適
切
な
期
間
で
あ
る
こ

の
程
度
及
び
指
導
の
難
易
に
応

以
内
ご
と
に
一
回
行
う
こ
と
。

四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）

る
場
合
を
含
む
。
）
の
技
能
照

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

方
面
及
び
車
線

（
一
〇
七

）

条
の
道
路
標
識
の
寸
法
は
、
別

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

別
表一

案
内
標
識

入
口
の
方
向

（
一
〇
三

）

道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
規
則
第
六
十
号

道
路
標
識
の
寸
法
を
定

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

方
面
及
び
車
線

（
一
〇
七

）

方
面
及

（
一
〇
八
の

表
の
と
お
り
と
す
る
。

ら
施
行
す
る
。

入
口
の
方
向

（
一
〇
三

）

入
口
の

（
一
〇

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口

め
る
規
則

等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四

び
方
向
二

）

方
面
及
び
方
向

（
一
〇
八
の
二

）

予
告
四
）

方
面
及
び
距
離

（
一
〇
六

）

県
知
事

二

井

関

成

年
山
口
県
条
例
第
五
十
二
号
）
第

八

四
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登
坂
車
線

（
一
一
七
の
二

）

県

（
一
一

待
避
所

（
一
一
六
の
三
）

非
（
一

方
面
及
び
出
口

（
一
一
二

）

（
一

出
口
の
予
告

（
一
〇
九
）

方
面
及
（
一

道
番
号

八
の
二

）

県
道
番
号

（
一
一
八
の
二

常
駐
車
帯

一
六
の
四
）

駐
車
場

（
一
一
七

出
口
一
三

）

出
口

（
一
一
三

び
出
口
の
予
告

一
〇

）

方
面
及
び
出
口
の

（
一
一
〇

）

県
道
番
号

（
一
一
八
の
二

）

）

駐
車
場

（
一
一
七

）

）

非
常
電
話

（
一
一
六
の
二
）

予
告
）

方
面
及
び
出
口

（
一
一
二

）

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

は
縮
小
す
る
こ
と
が
で

四

自
動
車
専
用
道
路
に

備

考
一

案
内
標
識
の
種
類
及

す
る
命
令
（
昭
和
三
十

一
の
上
欄
及
び
中
欄
に

二

図
示
さ
れ
て
い
る
寸

三

道
路
法
（
昭
和
二
十

（
以
下
「
自
動
車
専
用

道
路
の
通
称
名

（
一
一
九

）

高
さ
限
度
緩
和
指
定
道

路（
一
一
八
の
四

）

高路

総
重
量
限
度
緩
和
指
定

道
路

（
一
一
八
の
三

）

総道
該
地
名
の
文
字
の
数
に
よ
り
、
図
示
さ

き
る
。

設
置
す
る
案
内
標
識
に
つ
い
て
は
、
図

び
番
号
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路

五
年
総
理
府
令
・
建
設
省
令
第
三
号
。

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

法
の
単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す

七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条

道
路
」
と
い
う
。
）
に
設
置
す
る
案
内

ま
わ
り
道

（
一
二
〇

）

さ
限
度
緩
和
指
定
道

（
一
一
八
の
四

）

道
路
の

（
一
一
九

重
量
限
度
緩
和
指
定

路
（
一
一
八
の
三

）

高
さ
限
度
緩

路（
一
一
八
の

九

れ
て
い
る
横
の
寸
法
を
拡
大
し
、
又

示
さ
れ
て
い
る
寸
法
の
三
倍
ま
で
拡

標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関

以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第

る
。

の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路

標
識
に
つ
い
て
、
地
名
を
表
示
す
る

通
称
名）

道
路
の
通
称
名

（
一
一
九

）

和
指
定
道

四

）

高
さ
限
度
緩
和
指
定
道

路（
一
一
八
の
四

）
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線
を
表
す
記
号
を
表
示
す
る

記
号
に
あ
っ
て
は
文
字
の
大 四

十

方
面
及
び
距
離
、
方
面
及

を
表
示
す
る
案
内
標
識
に
つ

号
を
表
示
す
る
場
合
に
あ
っ

に
限
る
。
十
一
及
び
十
三
に

十
一

道
路
構
造
令
（
昭
和
四

に
区
分
さ
れ
る
自
動
車
専
用

わ
り
道
を
表
示
す
る
案
内
標

に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応
じ

の
二
分
の
一
の
値
）
を
基
準

倍
、
二
倍
、
二
・
五
倍
又
は

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ

七

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の

く
。
）
及
び
道
路
の
通
称
名

よ
り
特
別
の
必
要
が
あ
る
場

大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の

は
、
表
示
す
る
文
字
の
数
に

の
寸
法
）
を
拡
大
す
る
こ
と

九

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の

所
、
非
常
駐
車
帯
、
駐
車
場

緩
和
指
定
道
路
（
一
一
八
の

大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

駐
車
場
を
表
示
す
る
案
内

図
示
さ
れ
て
い
る
横
の
寸
法

六

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の

る
。
）
、
総
重
量
限
度
緩
和

八
の
四

に
限
る
。
）
及

通
の
状
況
に
よ
り
特
別
の
必

よ
り
図
示
さ
れ
て
い
る
寸
法

倍
、
一
・
六
倍
又
は
二
倍
に

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
記
号
の
大
き

き
さ
の
一
・
六
倍
以
下
、
方
面
の
路
線

〇
、
五
〇
又
は
六
〇

三
〇
以
下

び
車
線
、
方
面
及
び
方
向
、
方
面
及
び

い
て
、
県
旗
の
旗
章
、
市
町
章
及
び
公

て
は
、
当
該
記
号
の
大
き
さ
は
、
文
字

お
い
て
同
じ
。
）
の
大
き
さ
の
一
・
七

十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
三
条

道
路
に
設
置
す
る
方
面
及
び
方
向
を
表

識
以
外
の
案
内
標
識
の
文
字
の
大
き
さ

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値

と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
場
合

三
倍
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ー
ト
ル
毎
時
）

文
字
の
大
き
さ

七
〇
以
上

道
路
に
設
置
す
る
登
坂
車
線
及
び
県
道

を
表
示
す
る
案
内
標
識
に
つ
い
て
、
道

合
に
あ
っ
て
は
、
図
示
さ
れ
て
い
る
寸

道
路
に
設
置
す
る
道
路
の
通
称
名
を

よ
り
、
図
示
さ
れ
て
い
る
横
の
寸
法

が
で
き
る
。

道
路
に
設
置
す
る
入
口
の
方
向
、
入

、
登
坂
車
線
、
県
道
番
号
、
総
重
量
限

四

及
び
一
一
八
の
四

に
限
る

標
識
に
つ
い
て
、
便
所
を
表
す
記
号
を

の
二
・
五
倍
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で

道
路
に
設
置
す
る
駐
車
場
、
県
道

指
定
道
路
、
高
さ
限
度
緩
和
指
定
道
路

び
ま
わ
り
道
を
表
示
す
る
案
内
標
識
に

要
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
図
示
さ

を
拡
大
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
は
、
経
由
す
る
路
線
を
表
す

を
表
す
記
号
に
あ
っ
て
は
文
字

二
〇

一
〇

出
口
の
予
告
、
方
面
及
び
出
口

共
施
設
等
の
形
状
等
を
表
す
記

（
漢
字
、
平
仮
名
及
び
片
仮
名

倍
以
下
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
種

示
す
る
案
内
標
識
つ
い
て
、
路

に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄

（
ロ
ー
マ
字
に
あ
っ
て
は
、
そ

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
一
・
五

（
単
位

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

三
〇

番
号
（
一
一
八
の
二

を
除

路
の
形
状
又
は
交
通
の
状
況
に

法
の
一
・
五
倍
又
は
二
倍
に
拡

表
示
す
る
案
内
標
識
に
つ
い
て

（
一
一
九

に
あ
っ
て
は
、
縦

口
の
予
告
、
非
常
電
話
、
待
避

度
緩
和
指
定
道
路
、
高
さ
限
度

。
）
、
道
路
の
通
称
名
及
び
ま

表
示
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

き
る
。

番
号
（
一
一
八
の
二

に
限

（
一
一
八
の
四

及
び
一
一

つ
い
て
、
道
路
の
形
状
又
は
交

れ
て
い
る
寸
法
（
五
の
規
定
に

該
拡
大
後
の
寸
法
）
の
一
・
三

落
石
の
お
そ
れ
あ
り

（
二
〇
九
の
二
）

字
の
大
き
さ
の
二
十
分

十
四

縁
線
及
び
区
分
線

二

警
戒
標
識

標
識
板
の
規
格

十

の
大
き
さ
の
〇
・
九
倍

十
二

駐
車
場
を
表
示
す

は
、
当
該
記
号
の
大
き

十
三

縁
の
太
さ
は
、
自

案
内
標
識
に
あ
っ
て
は

限
度
緩
和
指
定
道
路
及

限
る
。
）
を
表
示
す
る

標
識
に
あ
っ
て
は
十
ミ

称
名
を
表
示
す
る
案
内

路
面
凹
凸
あ
り

（
二
〇
九
の
三
）

合
流
交
（
二
一

の
一
以
上
を
基
準
と
す
る
。

の
太
さ
は
、
文
字
の
大
き
さ
の
二
十
分

形
道
路
交
差
点
あ
り

（
二
〇
一

）

右
（
又
は
左

あ
り
（
二
〇

以
下
と
す
る
。

る
案
内
標
識
に
つ
い
て
、
便
所
を
表

さ
は
、
駐
車
場
を
表
示
す
る
記
号
の
〇

動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
に
設
置
す

九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
県
道
番
号
（
一
一

び
高
さ
限
度
緩
和
指
定
道
路
（
一
一
八

案
内
標
識
に
あ
っ
て
は
十
六
ミ
リ
メ
ー

リ
メ
ー
ト
ル
、
県
道
番
号
（
一
一
八
の

標
識
に
あ
っ
て
は
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、通

あ
り
〇
）

車
線
数
減
少

（
二
一
一
）

の
一
以
上
を
基
準
と
す
る
。

）
方
屈
曲

二
）

信
号
機
あ
り

（
二
〇
八
の
二
）

す
記
号
を
表
示
す
る
場
合
に
あ
っ
て

・
七
倍
以
下
と
す
る
。

る
待
避
所
及
び
駐
車
場
を
表
示
す
る

八
の
二

に
限
る
。
）
、
総
重
量

の
四

及
び
一
一
八
の
四

に

ト
ル
、
登
坂
車
線
を
表
示
す
る
案
内

二

を
除
く
。
）
及
び
道
路
の
通

そ
の
他
の
案
内
標
識
に
あ
っ
て
は
文

一
〇
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る
と
お
り
と
す
る
。

二

図
示
さ
れ
て
い
る
寸
法
の

三

補
助
標
識
は
、
そ
の
附
置

備

考
一

補
助
標
識
の
種
類
及
び
番

四

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の

況
に
よ
り
特
別
の
必
要
が
あ

倍
又
は
二
倍
に
拡
大
す
る
こ

五

縁
及
び
縁
線
の
太
さ
は
、

案
内
標
識
又
は
警
戒
標
識
に
附

標
識
板
の
規
格

注（

備

考
一

警
戒
標
識
の
種
類
及
び
番

る
と
お
り
と
す
る
。

二

図
示
さ
れ
て
い
る
寸
法
の

三

自
動
車
専
用
道
路
に
設
置

上
の
自
動
車
専
用
道
路
に
設

速
度
が
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎

て
い
る
寸
法
の
二
・
五
倍
ま

幅
員
減
少

（
二
一
二
）

二
（
二

単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

さ
れ
る
案
内
標
識
又
は
警
戒
標
識
の
標

号
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
省
令
別
表

道
路
に
設
置
す
る
警
戒
標
識
に
つ
い
て

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
図
示
さ
れ
て
い

と
が
で
き
る
。

十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と
す
る
。

置
さ
れ
る
補
助
標
識

意
事
項

五
一
〇
）

号
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
省
令
別
表

単
位
は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

す
る
警
戒
標
識
に
つ
い
て
、
設
計
速
度

置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
図
示
さ
れ
て

時
以
上
の
自
動
車
専
用
道
路
に
設
置
す

で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

方
向
交
通

一
二
の
二
）

識
板
の
拡
大
率
又
は
縮
小
率
と

第
一
の
上
欄
及
び
中
欄
に
掲
げ

、
道
路
の
形
状
又
は
交
通
の
状

る
寸
法
の
一
・
三
倍
、
一
・
六

第
一
の
上
欄
及
び
中
欄
に
掲
げ

が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以

い
る
寸
法
の
二
倍
ま
で
、
設
計

る
場
合
に
あ
っ
て
は
図
示
さ
れ

九

変
速
車
線

自
動
車
を

十

中
央
帯

車
線
を
往
復

く
。
）
を
い
う
。

五

車
線

一
縦
列
の
自
動

の
部
分
（
副
道
を
除
く
。

六

付
加
追
越
車
線

専
ら

車
線
及
び
変
速
車
線
を
除

七

登
坂
車
線

上
り
勾
配

離
し
て
通
行
さ
せ
る
こ
と

八

屈
折
車
線

自
動
車
を

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て

に
よ
る
。

一

歩
道

専
ら
歩
行
者
の

工
作
物
に
よ
り
区
画
し
て

二

自
転
車
道

専
ら
自
転

す
る
工
作
物
に
よ
り
区
画

三

自
転
車
歩
行
者
道

専

柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

四

車
道

専
ら
車
両
の
通

山
口
県
規
則
第
六
十
一
号

道
路
の
構
造
の
技
術
的

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
道
路

例
第
五
十
二
号
）
第
二
条
の

路
の
構
造
の
一
般
的
技
術
的

（
定
義
等
） 同

じ
比
率
で
拡
大
し
、

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

加
速
さ
せ
、
又
は
減
速
さ
せ
る
こ

の
方
向
別
に
分
離
し
、
及
び
側
方

車
を
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
さ
せ

）
を
い
う
。

自
動
車
の
追
越
し
の
用
に
供
す
る

く
。
）
に
付
加
し
て
設
け
ら
れ
る

の
道
路
に
お
い
て
速
度
の
著
し
く

を
目
的
と
す
る
車
線
を
い
う
。

右
折
さ
せ
、
又
は
左
折
さ
せ
る
こ

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意

通
行
の
用
に
供
す
る
た
め
に
、
縁

設
け
ら
れ
る
道
路
の
部
分
を
い
う

車
の
通
行
の
用
に
供
す
る
た
め
に

し
て
設
け
ら
れ
る
道
路
の
部
分
を

ら
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
通
行
の

工
作
物
に
よ
り
区
画
し
て
設
け
ら

行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

基
準
を
定
め
る
規
則

の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め

規
定
に
基
づ
き
、
県
道
を
新
設
し

基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

又
は
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口

一
一

と
を
目
的
と
す
る
車
線
を
い
う
。

の
余
裕
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け

る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
帯
状
の
車

た
め
に
、
車
線
（
登
坂
車
線
、
屈

車
線
を
い
う
。

低
下
す
る
車
両
を
他
の
車
両
か
ら

と
を
目
的
と
す
る
車
線
を
い
う
。

義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

石
線
又
は
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

。、
縁
石
線
又
は
柵
そ
の
他
こ
れ
に

い
う
。

用
に
供
す
る
た
め
に
、
縁
石
線
又

れ
る
道
路
の
部
分
を
い
う
。

す
る
道
路
の
部
分
（
自
転
車
道
を

る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県

、
又
は
改
築
す
る
場
合
に
お
け
る

る
。

県
知
事

二

井

関

成

ら 道折分 ろる類は除 条道
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十十十
線
等
）

条

車
道
（
次
に
掲
げ
る
部
分
を

一
定
の
区
間
ご
と
に
知
事
が
定
め

十
一

設
計
速
度

道
路
の
設
計

十
二

視
距

車
線
（
車
線
を
有

じ
。
）
の
中
心
線
上
一
・
二
メ
ー

チ
メ
ー
ト
ル
の
物
の
頂
点
を
見
通

た
長
さ
を
い
う
。

こ
の
規
則
に
お
け
る
道
路
の
区
分

号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）

七

路
上
施
設

道
路
の
附
属

道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
中
央
帯

歩
行
者
専
用
道
路
に
設
け
ら
れ
る

八

都
市
部

市
街
地
を
形
成
し

い
う
。

九

地
方
部

都
市
部
以
外
の
地

十

計
画
交
通
量

道
路
の
設
計

動
向
、
将
来
の
自
動
車
交
通
の
状

四

停
車
帯

主
と
し
て
車
両
の

を
い
う
。

五

交
通
島

車
両
の
安
全
か
つ

合
自
動
車
に
乗
降
す
る
者
の
安
全

停
留
所
等
に
設
け
ら
れ
る
島
状
の

六

植
樹
帯

専
ら
良
好
な
道
路

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

る
工
作
物
に
よ
り
区
画
し
て
設
け

れ
る
帯
状
の
道
路
の
部
分
を
い
う

一

副
道

盛
土
、
切
土
等
の
構

区
間
が
あ
る
場
合
に
当
該
出
入
り

の
車
道
の
部
分
を
い
う
。

二

路
肩

道
路
の
主
要
構
造

道
、
自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行

三

側
帯

車
両
の
運
転
者
の
視

せ
る
た
め
に
、
車
道
に
接
続
し
て

除
く
。
）
は
、
車
線
に
よ
り
構

る
自
動
車
の
日
交
通
量
を
い
う

の
基
礎
と
す
る
自
動
車
の
速
度

し
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、
車

ト
ル
の
高
さ
か
ら
当
該
車
線
の

す
こ
と
が
で
き
る
距
離
を
当
該

に
つ
い
て
は
、
道
路
構
造
令
（

第
三
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

物
（
共
同
溝
及
び
電
線
共
同
溝
を

、
路
肩
、
自
転
車
専
用
道
路
、

も
の
を
い
う
。

て
い
る
地
域
又
は
市
街
地
を
形

域
を
い
う
。

の
基
礎
と
す
る
た
め
に
、
当
該

況
等
を
勘
案
し
て
、
同
種
の
設

停
車
の
用
に
供
す
る
た
め
に
設

円
滑
な
通
行
を
確
保
し
、
又
は

を
図
る
た
め
に
、
交
差
点
、
車

施
設
を
い
う
。

交
通
環
境
の
整
備
又
は
沿
道
に

樹
木
を
植
栽
す
る
た
め
に
縁
石

ら
れ
る
帯
状
の
道
路
の
部
分
を

。造
上
の
理
由
に
よ
り
車
両
の
沿

を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
区
間

部
を
保
護
し
、
又
は
車
道
の
効
用

者
道
に
接
続
し
て
設
け
ら
れ
る

線
を
誘
導
し
、
及
び
側
方
の
余

設
け
ら
れ
る
帯
状
の
中
央
帯
又

成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

。を
い
う
。

道
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

中
心
線
上
に
あ
る
高
さ
十
セ
ン

車
線
の
中
心
線
に
沿
っ
て
測
っ

昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二

る
。 除

く
。
）
で
歩
道
、
自
転
車

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は

成
す
る
見
込
み
の
多
い
地
域
を

道
路
の
存
す
る
地
域
の
発
展
の

計
基
準
を
用
い
る
べ
き
道
路
の

け
ら
れ
る
帯
状
の
車
道
の
部
分

横
断
す
る
歩
行
者
若
し
く
は
乗

道
の
分
岐
点
、
乗
合
自
動
車
の

お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確

線
又
は
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

い
う
。

道
へ
の
出
入
り
が
妨
げ
ら
れ
る

に
並
行
し
て
設
け
ら
れ
る
帯
状

を
保
つ
た
め
に
、
車
道
、
歩

帯
状
の
道
路
の
部
分
を
い
う
。

裕
を
確
保
す
る
機
能
を
分
担
さ

は
路
肩
の
部
分
を
い
う
。

第
二
級

平
地

平
地

第
三
種

第
三
級

山
地

平
地

第
四
級

山
地

第
二
級

平
地

平
地

第
一
種

第
三
級

山
地

平
地

第
四
級

山
地

つ
け
区
間

２

計
画
交
通
量
が
、
次
の
表

計
基
準
交
通
量
（
自
動
車
の

車
線
（
付
加
追
越
車
線
、
登

じ
。
）
の
数
は
、
二
と
す
る

区

分

し
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第

一

副
道

二

停
車
帯

三

交
差
点

四

車
両
の
通
行
の
用
に
供

五

乗
合
自
動
車
停
車
所
及

六

付
加
追
越
車
線
、
屈
折

七

車
線
の
数
が
増
加
し
、

部部部部部 部部部部部
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

最
大
許
容
交
通
量
を
い
う
。
以
下

坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速

。

設
計
基
準
交
通
量
（
単

四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は

す
る
た
め
分
離
帯
が
切
断
さ
れ
た

び
非
常
駐
車
帯

車
線
、
変
速
車
線
及
び
登
坂
車
線

若
し
く
は
減
少
す
る
場
合
又
は
道

九
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

一
四
、
〇
〇
〇

一
四
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

一
三
、
〇
〇
〇

九
、
〇
〇
〇

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

同
じ
。
）
の
値
以
下
で
あ
る
道
路

車
線
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て

位

一
日
に
つ
き
台
）

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

車
道
の
部
分

の
す
り
つ
け
区
間

路
が
接
続
す
る
場
合
に
お
け
る
す

一
二

設の同 り
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第
二
級

平
地
部

平
地
部

第
四
級

山
地
部

第

一

級

第
二
種

第

二

級

区

分平
地
部

第
二
級

山
地
部

平
地
部

第
一
種

第
三
級

山
地
部

乗
じ
て
得
た
値
と
す
る
。

前
項
に
規
定
す
る
道
路
以
外
の
道

種
第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
の

必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
二
の

の
数
は
二
以
上
と
し
、
次
の
表
の

一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交
通

も
の
と
す
る
。

第

一

級

第
四
種

第

二

級

第

三

級

備

考交
差
点
の
多
い
第
四
種
の
道
路
の

一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交
通
量

路
（
第
二
種
の
道
路
で
対
向
車

道
路
を
除
く
。
）
の
車
線
の
数

倍
数
）
、
第
二
種
の
道
路
で
対

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

量
に
対
す
る
当
該
道
路
の
計
画

設
計
基
準
交
通
量
は
、
こ
の
表
の
設

九
、
〇
〇
〇

一
一
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

一
八
、
〇
〇
〇

一
七
、
〇
〇
〇

（
単
位

一
日
に
つ
き
台
）

一
二
、
〇
〇
〇

九
、
〇
〇
〇

一
一
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

線
を
設
け
な
い
も
の
並
び
に
第

は
四
以
上
（
交
通
の
状
況
に
よ

向
車
線
を
設
け
な
い
も
の
の
車

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

交
通
量
の
割
合
に
よ
っ
て
定
め

一
二
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

九
、
〇
〇
〇

計
基
準
交
通
量
に
〇
・
八
を

第
四
級

小
型

区

分

第

二
普
通

第
一
種

第
三
級

小
型

普
通

４

車
線
（
登
坂
車
線
、
屈
折

員
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
種

は
、
交
通
の
状
況
に
よ
り
必

ル
を
加
え
て
得
た
値
、
第
一

に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況

欄
に
掲
げ
る
値
か
ら
〇
・
二

第

一

第
四
種

第

二

第

三

備

考交
差
点
の
多
い
第
四
種
の

り
の
設
計
基
準
交
通
量
に
〇

山
地

第
三
種

平
地

第
三
級

山
地

第
四
種

山
地道

路

車
線
の
幅
員
（
単
位

級
道
路

道
路

道
路

車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
以

げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

第
二
級
、
第
三
種
第
二
級
又
は
第

要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同

種
第
二
級
若
し
く
は
第
三
級
の
小

そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

五
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
て
得
た
値
と

級級級
道
路
の
一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交

・
六
を
乗
じ
て
得
た
値
と
す
る
。

部部部部

一
三

三

メ
ー
ト
ル
）

三
・
五

三
・
五

三
・
二
五

三
・
二
五

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
も

四
種
第
一
級
の
普
通
道
路
に
あ
っ

欄
に
掲
げ
る
値
に
〇
・
二
五
メ
ー

型
道
路
又
は
第
二
種
第
一
級
の
道

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
二
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

通
量
は
、
こ
の
表
の
一
車
線
当
た

七
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

五
、
〇
〇
〇

幅のてト路同
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前
項
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
普
通
道
路

の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
メ
ー

線
の
分
離
等
）

条

第
一
種
又
は
第
二
種
の
道
路

同
じ
。
）
の
車
線
は
、
往
復
の
方

の
他
の
道
路
に
つ
い
て
、
安
全
か

、
同
様
と
す
る
。

普
通
道
路

第
一
級

小
型
道
路

第
四
種

普
通
道
路

第
二
級
及

び
第
三
級

小
型
道
路

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四

第
二
級

小
型
道
路

第
三
種

普
通
道
路

第
三
級

小
型
道
路

第

四

級

普
通
道
路

第
一
級

小
型
道
路

第
二
種

普
通
道
路

第
二
級

小
型
道
路

普
通
道
路

、
車
線
の
数
（
登
坂
車
線
、
屈

。
）
が
三
以
下
で
あ
る
第
一
種

の
計
画
交
通
量
が
極
め
て
少
な

な
い
場
合
又
は
第
三
十
三
条
の

ト
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
対
向
車
線
を
設
け
な
い
道
路

向
別
に
分
離
す
る
も
の
と
す
る

つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た

級
の
普
通
道
路
の
車
道
の
幅
員

折
車
線
及
び
変
速
車
線
の
数
を

の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の

く
、
か
つ
、
地
形
の
状
況
そ
の

規
定
に
よ
り
車
道
に
狭
窄
部
を

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

。
車
線
の
数
が
四
以
上
で
あ
る

め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

三
・
二
五

二
・
七
五三

二
・
七
五

は
、
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の

二
・
七
五三

二
・
七
五

二
・
七
五

三
・
五

三
・
二
五

三
・
二
五三

三
・
二
五

段
に
掲
げ
る
値
と
す
る
も
の

を
縮
小
す
る
道
路
又
は
箇
所

第
一
級

第
四
種

第
二
級

第
三
級

５

中
央
帯
に
は
、
側
帯
を
設

６

前
項
の
側
帯
の
幅
員
は
、

第
一
級

第
二
種

第
二
級

第
二
級

第
三
種

第
三
級

第
四
級

区

分第
二
級

第
一
種

第
三
級

第
四
級

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

別
に
分
離
し
な
い
こ
と
が
で

３

車
線
を
往
復
の
方
向
別
に

る
。

４

中
央
帯
の
幅
員
は
、
次
の

掲
げ
る
値
以
上
と
す
る
も
の

メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
若
し
く

を
得
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
項
た
だ

に
つ
い
て
は
、
同
欄
の
下
段
に
掲

一

け
る
も
の
と
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

二
・
二
五

一
・
七
五

一
・
七
五

中
央
帯
の
幅
員
（
単
位

メ
ー
ト

四
・
五三

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お

き
る
。

分
離
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

と
す
る
。
た
だ
し
、
長
さ
百
メ
ー

は
高
架
の
道
路
又
は
地
形
の
状
況

、
同
欄
の
下
段
に
掲
げ
る
値
ま
で

し
書
の
規
定
に
よ
り
中
央
帯
の
幅

げ
る
値
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の

一
・
五

一
・
二
五一

ル
）

二

一
・
五

い
て
は
、
そ
の
車
線
を
往
復
の
方

は
、
中
央
帯
を
設
け
る
も
の
と

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
上
段

ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
さ
五

そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
四

員き 上 向すに十む
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る
肩
）

条

道
路
に
は
、
車
道
に
接
続
し

帯
を
設
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

分
離
帯
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場

築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る
も
の

同
方
向
の
車
線
の
数
が
一
で
あ
る

、
付
加
追
越
車
線
を
設
け
る
も
の

道
）

条

車
線
（
登
坂
車
線
、
屈
折
車

は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
必
要
に

副
道
の
幅
員
は
、
四
メ
ー
ト
ル
を

第
一
級

第
四
種

第
二
級

第
三
級

中
央
帯
の
う
ち
側
帯
以
外
の
部
分

る
工
作
物
を
設
け
、
又
は
側
帯
に

第
四
級

第

二

種

第
二
級

第
三
種

第
三
級

第
四
級

。

区

分

中
央
帯
に

第
二
級

第
一
種

第
三
級

て
、
路
肩
を
設
け
る
も
の
と
す

で
な
い
。

合
に
お
い
て
は
、
当
該
中
央
帯

と
す
る
。

第
一
種
の
道
路
の
当
該
車
線
の

と
す
る
。

線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）

応
じ
、
副
道
を
設
け
る
も
の
と

標
準
と
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
・
二
五

（
以
下
「
分
離
帯
」
と
い
う
。

接
続
し
て
縁
石
線
を
設
け
る
も

〇
・
五

〇
・
二
五

設
け
る
側
帯
の
幅
員
（
単
位

メ
ー

〇
・
七
五

〇
・
五

る
。
た
だ
し
、
中
央
帯
又
は
停

の
幅
員
は
、
政
令
第
十
二
条
の

属
す
る
車
道
に
は
、
必
要
に
応

の
数
が
四
以
上
で
あ
る
第
三
種

す
る
。

）
に
は
、
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類

の
と
す
る
。

〇
・
二
五

ト
ル
）

〇
・
二
五

段
に
掲
げ
る
値
ま
で
縮
小
す

第

四

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

方
向
の
車
線
の
数
が
一
で
あ

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
若
し

む
を
得
な
い
箇
所
で
あ
っ
て

普
通

第

二

種

小
型

普
通

第
三
種

第
二
級
か

ら
第
四
級

ま
で

小
型

第

五
普
通

第
二
級

小
型

第
一
種

普
通

第
三
級
及

び
第
四
級

小
型

２

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路

表
の
下
欄
の
上
段
に
掲
げ
る

若
し
く
は
変
速
車
線
を
設
け

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別

げ
る
値
ま
で
縮
小
す
る
こ
と

区

分
る
こ
と
が
で
き
る
。

種

〇
・
五

ず
、
車
線
を
往
復
の
方
向
別
に
分

る
も
の
の
当
該
車
線
の
属
す
る
車

る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

、
普
通
道
路
の
う
ち
、
長
さ
百
メ

く
は
高
架
の
道
路
又
は
地
形
の
状

、
大
型
の
自
動
車
の
交
通
量
が
少

道
路

一
・
二
五

道
路

一

道
路

〇
・
七
五

道
路

〇
・
五

級

〇
・
五

道
路

二
・
五

道
路

一
・
二
五

道
路

一
・
七
五

道
路

一

肩
の
幅
員
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た

る
箇
所
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
以

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
箇

が
で
き
る
。

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の

一
五

離
す
る
第
一
種
の
道
路
で
あ
っ
て

道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅

の
下
欄
の
上
段
に
掲
げ
る
値
以
上

ー
ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
さ

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
欄
の

〇
・
五

一
・
七
五

一
・
二
五

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

だ
し
、
付
加
追
越
車
線
、
登
坂
車

上
の
橋
若
し
く
は
高
架
の
道
路
又

所
に
つ
い
て
は
、
同
欄
の
下
段
に

幅
員
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

同員と五や下 同線は掲
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に
あ
っ
て
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
ま

第

三

種

第

四

種

普
通
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
車
道
に

は
小
型
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
車

。
）
の
幅
員
は
、
第
一
種
第
二
級

四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
〇
・
七

小
型
道
路

第
一
種

普
通
道
路

第
三
級
及

び
第
四
級

小
型
道
路

普
通
道
路

第

二

種

小
型
道
路

小
型
道
路

車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅

の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以
上
と
す
る

区

分普
通
道
路

第
二
級

区

分

車
道
の
左
側

普
通
道
路

第
二
級
及

び
第
三
級

小
型
道
路

普
通
道
路

第
四
級

で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

接
続
す
る
路
肩
（
第
三
項
本
文

道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
（
同
項

の
道
路
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト

五
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
第
三
種
（

一
・
二
五

員
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

も
の
と
す
る
。

車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員

に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
（
単
位

メ

二
・
五

一
・
二
五

二
・
五

〇
・
五

〇
・
五

に
規
定
す
る
路
肩
を
除
く
。
）

本
文
に
規
定
す
る
路
肩
を
除

ル
ま
で
、
第
一
種
第
三
級
又
は

第
五
級
を
除
く
。
）
の
普
通
道

〇
・
七
五

〇
・
七
五

〇
・
五

〇
・
七
五

〇
・
五

る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

一
・
二
五

ー
ト
ル
）

一
・
七
五二

メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ

は
、
第
二
項
の
表
の
下
欄
又

必
要
な
値
を
加
え
て
こ
れ
ら

（
停
車
帯
）

第
七
条

第
四
種
（
第
四
級
を

滑
な
通
行
が
妨
げ
ら
れ
な
い

に
停
車
帯
を
設
け
る
も
の
と

２

停
車
帯
の
幅
員
は
、
二
・

ち
大
型
の
自
動
車
の
交
通
量

第
四
級

第
一
級

第
二
種

第
二
級

道
路
の
主
要
構
造
部
を
保

自
転
車
歩
行
者
道
に
接
続
し

車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に

た
だ
し
、
普
通
道
路
の
ト
ン

段
に
掲
げ
る
値
と
す
る
こ
と

区

分

路

第
二
級

第
一
種

第
三
級

６

副
道
に
接
続
す
る
路
肩
に

五
」
と
し
、
同
項
た
だ
し
書

７

歩
道
、
自
転
車
道
又
は
自

保
護
し
、
又
は
車
道
の
効
用

肩
を
設
け
ず
、
又
は
そ
の
幅

８

第
一
種
又
は
第
二
種
の
道

９

前
項
の
側
帯
の
幅
員
は
、

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
上
段
に

と
が
で
き
る
。

は
第
四
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る

除
く
。
）
の
道
路
に
は
、
自
動
車

よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場

す
る
。

五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る

の
占
め
る
割
合
が
低
い
と
認
め
ら

〇
・
五

護
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に

て
、
路
端
寄
り
に
路
肩
を
設
け
る

路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い

ネ
ル
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に

が
で
き
る
。

肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
（
単
位

メ

〇
・
七
五

〇
・
五

つ
い
て
は
、
第
二
項
の
表
中
「
〇

の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
に

を
保
つ
た
め
に
支
障
が
な
い
場
合

員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

路
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
は

普
通
道
路
に
あ
っ
て
は
次
の
表
の

掲
げ
る
値
と
、
小
型
道
路
に
あ
っ

値
に
当
該
路
上
施
設
を
設
け
る
の

。の
停
車
に
よ
り
車
両
の
安
全
か
つ

合
に
お
い
て
は
、
車
道
の
左
端
寄

。
た
だ
し
、
自
動
車
の
交
通
量
の

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
・

お
い
て
は
、
歩
道
、
自
転
車
道
又

も
の
と
す
る
。

て
は
、
当
該
路
肩
の
幅
員
に
つ
い

設
け
る
側
帯
の
幅
員
は
、
同
欄
の

ー
ト
ル
）〇

・
五

〇
・
二
五

・
七
五
」
と
あ
る
の
は
、
「
〇

あ
っ
て
は
、
道
路
の
主
要
構
造
部

に
お
い
て
は
、
車
道
に
接
続
す
る

、
側
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

て
は
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る

一
六

に円りう五 はて 下 ・を路れ。
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（
自

第
八路得

２
が円

条

第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。

行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種

を
除
く
。
）
又
は
自
転
車
道
を
設

設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー

、
並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て

ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
当

る
も
の
と
す
る
。

道
）

転
車
歩
行
者
道
）

条

自
動
車
の
交
通
量
が
多
い

。
）
に
は
、
自
転
車
歩
行
者
道
を

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
歩

の
他
の
道
路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー

横
断
歩
道
橋
若
し
く
は
地
下
横
断

設
け
る
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員

道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限

自
転
車
道
の
幅
員
は
、
二
メ
ー
ト

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

で
き
る
。

自
転
車
道
に
路
上
施
設
を
設
け
る

の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る

自
転
車
道
の
幅
員
は
、
当
該
道
路

転
車
道
）

条

自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通

の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種

多
い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転

）
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道

（
第
五
級
を
除
く
。
）
の
道
路
（

け
る
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種

ト
ル
、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け

は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ

て
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
を
加
え

級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路

得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

該
道
路
の
自
転
車
及
び
歩
行
者

第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
（
自

道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と

を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路
に

ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る

歩
道
（
以
下
「
横
断
歩
道
橋
等

に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す

と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状

り
で
な
い
。

ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

い
場
合
に
お
い
て
は
、
一
・
五

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
転

も
の
と
す
る
。

の
自
転
車
の
交
通
の
状
況
を
考

量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他

。若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
又
は

道
路
（
前
項
に
規
定
す
る
道
路

車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が

を
設
け
る
道
路
を
除
く
。
）
、

自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道

第
四
級
の
道
路
に
は
、
そ
の
各

る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト

を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一

て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も

に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ

な
い
。

の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定

転
車
道
を
設
け
る
道
路
を
除

す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況

で
な
い
。

あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、

。」
と
い
う
。
）
又
は
路
上
施
設

る
幅
員
の
値
に
横
断
歩
道
橋
等

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他

メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と

車
道
の
幅
員
は
、
政
令
第
十
二

慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

の
道
路
に
は
、
自
転
車
道
を
道

の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

自
動
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
量

を
除
く
。
）
に
は
、
安
全
か
つ

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
自
転

る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定

る
べ
き
値
を
超
え
る
適
切
な

一

景
勝
地
を
通
過
す
る
幹

（
植
樹
帯
）

第
十
三
条

第
四
種
第
一
級
及

路
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
植

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

２

植
樹
帯
の
幅
員
は
、
一
・

３

次
に
掲
げ
る
道
路
の
区
間

沿
道
の
土
地
利
用
の
状
況
並

環
境
の
確
保
の
た
め
講
じ
ら

（
歩
行
者
の
滞
留
の
用
に
供
す

第
十
一
条

歩
道
、
自
転
車
歩

断
歩
道
、
乗
合
自
動
車
停
車

円
滑
な
通
行
が
妨
げ
ら
れ
な

者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部

（
積
雪
地
域
に
存
す
る
道
路
の

第
十
二
条

積
雪
地
域
に
存
す

除
雪
を
勘
案
し
て
定
め
る
も

の
道
路
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー

４

横
断
歩
道
橋
等
又
は
路
上

値
に
横
断
歩
道
橋
等
を
設
け

あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
並

場
合
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト

規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す

は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の

５

歩
道
の
幅
員
は
、
当
該
道

側
に
歩
道
を
設
け
る
も
の
と

得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

２

第
三
種
又
は
第
四
種
第
四

道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
安

は
、
歩
道
を
設
け
る
も
の
と

得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

３

歩
道
の
幅
員
は
、
歩
行
者

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
情
に
応

値
と
す
る
も
の
と
す
る
。

線
道
路
の
区
間

び
第
二
級
の
道
路
に
は
、
植
樹
帯

樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た

い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す
る
も
の

に
設
け
る
植
樹
帯
の
幅
員
は
、
当

び
に
良
好
な
道
路
交
通
環
境
の
整

れ
る
他
の
措
置
を
総
合
的
に
勘
案

る
部
分
）

行
者
道
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道

所
等
に
係
る
歩
行
者
の
滞
留
に
よ

い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

分
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

中
央
帯
等
の
幅
員
）

る
道
路
の
中
央
帯
、
路
肩
、
自
転

の
と
す
る
。

ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

施
設
を
設
け
る
歩
道
の
幅
員
に
つ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル

木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一

ル
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は

る
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五
級
又

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

路
の
歩
行
者
の
交
通
の
状
況
を
考

す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ

で
な
い
。

級
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を

全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る

す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ

で
な
い
。

の
交
通
量
が
多
い
道
路
に
あ
っ
て

一
七

じ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

を
設
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の

だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

と
す
る
。

該
道
路
の
構
造
及
び
交
通
の
状
況

備
又
は
沿
道
に
お
け
る
良
好
な
生

し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、

り
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
か

場
合
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
歩

車
歩
行
者
道
及
び
歩
道
の
幅
員
は

い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
幅
員

、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合

・
五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
を
設
け

〇
・
五
メ
ー
ト
ル
を
加
え
て
同
項

は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ

い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

設
け
る
道
路
及
び
前
項
に
規
定
す

た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の

れ 道別、活れ 横つ行、 のにるのて をるてを他
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二
４

を
（
設

第
十れに

第
五
級

四
〇

第
一
級

第
二
級

六
〇

第
四
種

第
三
級

五
〇

第
四
級

四
〇

第
一
級

第
二
種

第
二
級

第
二
級

第
三
級

六
〇

第
三
種

第
四
級

五
〇

区

分

設
計

第
二
級

第
一
種

第
三
級

第
四
級

相
当
数
の
住
居
が
集
合
し
、
又

線
道
路
の
区
間

植
樹
帯
の
植
栽
に
当
た
っ
て
は
、

適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

計
速
度
）

四
条

道
路
（
副
道
を
除
く
。
）

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
上
段
に
掲
げ

よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い、

三
〇
又
は
二
〇

六
〇

五
〇

、
五
〇
又
は
四
〇

、
四
〇
又
は
三
〇

、
三
〇
又
は
二
〇

八
〇

六
〇

五
〇

六
〇

五
〇

、
五
〇
又
は
四
〇

、
四
〇
又
は
三
〇

速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時

一
〇
〇

八
〇

六
〇

は
集
合
す
る
こ
と
が
確
実
と
見

地
域
の
特
性
等
を
考
慮
し
て
、

の
設
計
速
度
は
、
次
の
表
の
上

る
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形

て
は
、
同
欄
の
下
段
に
掲
げ
る

又
は
四
〇

三
〇

二
〇

六
〇

又
は
四
〇

又
は
四
〇

三
〇

二
〇

）

八
〇

六
〇

五
〇

込
ま
れ
る
地
域
を
通
過
す
る
幹

樹
種
の
選
定
、
樹
木
の
配
置
等

欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
値
の
片
勾
配
を
付
す
る
も

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

（
曲
線
部
の
片
勾
配
）

第
十
七
条

車
道
、
中
央
帯
（

線
半
径
が
極
め
て
大
き
い
場

路
の
設
計
速
度
、
曲
線
半
径

（
第
三
種
の
道
路
で
自
転
車

う
。
）
の
中
心
線
の
曲
線
半

設
計
速
度
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の

に
掲
げ
る
値
ま
で
縮
小
す
る

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー

２

副
道
の
設
計
速
度
は
、
四

メ
ー
ト
ル
毎
時
と
す
る
。

（
車
道
の
屈
曲
部
）

第
十
五
条

車
道
の
屈
曲
部
は

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
車
道

第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

（
曲
線
半
径
）

第
十
六
条

車
道
の
屈
曲
部
のの

と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
種
の

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は

二
〇

一
五

分
離
帯
を
除
く
。
）
及
び
車
道
に

合
を
除
き
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

、
地
形
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
そ

道
等
を
設
け
な
い
も
の
に
あ
っ
て

八
〇

二
八
〇

六
〇

一
五
〇

五
〇

一
〇
〇

四
〇

六
〇

三
〇

三
〇

径
（
以
下
「
曲
線
半
径
」
と
い
う

れ
同
表
の
下
欄
の
上
段
に
掲
げ
る

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

こ
と
が
で
き
る
。

ト
ル
毎
時
）

曲
線
半
径
（
単
位

一
〇
〇

四
六
〇

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
、
三
十
キ

、
曲
線
形
と
す
る
も
の
と
す
る
。

の
屈
曲
部
に
設
け
ら
れ
る
一
定
の

設
け
ら
れ
る
屈
曲
部
に
つ
い
て
は

う
ち
緩
和
区
間
を
除
い
た
部
分

道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況

、
片
勾
配
を
付
さ
な
い
こ
と
が
で

接
続
す
る
路
肩
の
曲
線
部
に
は
、

げ
る
区
分
に
応
じ
、
か
つ
、
当
該

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

は
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
以
下
で
適

二
三
〇

一
二
〇

八
〇

五
〇

。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
同
欄
の
下

メ
ー
ト
ル
）三

八
〇

ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
又
は
二
十
キ

た
だ
し
、
緩
和
区
間
（
車
両
の
走

区
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
以
下
「
車
道
の
曲
線
部
」
と

一
八

そき 曲道値切 るだ段 ロ行はい
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る
げ
る
値
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
す

っ
て
は
、
当
該
す
り
つ
け
に
必
要

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

和
区
間
）

九
条

車
道
の
屈
曲
部
に
は
、
緩

道
の
屈
曲
部
に
あ
っ
て
は
、
地

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

車
道
の
曲
線
部
に
お
い
て
片
勾
配

い
て
す
り
つ
け
を
す
る
も
の
と
す

緩
和
区
間
の
長
さ
は
、
次
の
表
の

そ
の
他
の
地
域

第

四

線
部
の
車
線
等
の
拡
幅
）

八
条

車
道
の
曲
線
部
に
お
い
て

（
車
線
を
有
し
な
い
道
路
に
あ
っ
て

種
及
び
第
四
種
の
道
路
に
あ
っ
て

。

区

積
雪
寒

甚
だ
し

第
一
種
、

第
二
種
及

び
第
三
種

積
雪
寒
冷
地
域

そ
の
他

五
〇

り
つ
け
に
必
要
な
長
さ
が
同
欄

な
長
さ
）
以
上
と
す
る
も
の
と

時
）

緩
和
区
間
の
長
さ
（
単
位

一
〇
〇

八
〇

六
〇

和
区
間
を
設
け
る
も
の
と
す
る

形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

を
付
し
、
又
は
拡
幅
を
す
る
場

る
。

上
欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応

種

は
、
設
計
車
両
及
び
当
該
曲
線

は
、
車
道
）
を
適
切
に
拡
幅
す

は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

分

最
大
片
勾
配
（
単
位

冷
の
度
が

い
地
域

の
地
域

四
〇

に
掲
げ
る
値
を
超
え
る
場
合
に

す
る
。

メ
ー
ト
ル
）八

五
七
〇

五
〇

。
た
だ
し
、
第
四
種
の
道
路
の

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

合
に
お
い
て
は
、
緩
和
区
間
に

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

一
〇六

部
の
曲
線
半
径
に
応
じ
、
車
線

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

パ
ー
セ
ン
ト
）

六八

区

分

設
計

メ
ー

２

車
線
の
数
が
二
で
あ
る
道

応
じ
、
自
動
車
が
追
越
し
を

る
。

（
縦
断
勾
配
）

第
二
十
一
条

車
道
の
縦
断
勾

計
速
度
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の

に
掲
げ
る
値
以
下
と
す
る
こ

第
二
十
条

視
距
は
、
次
の
表

る
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー

（
視
距
等
）

速
度
（
単
位

キ
ロ

ト
ル
毎
時
）

縦
断
勾
配
（

ン
ト
）

路
（
対
向
車
線
を
設
け
な
い
道
路

行
う
の
に
十
分
な
見
通
し
の
確
保

配
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

同
表
の
下
欄
の
上
段
に
掲
げ
る
値

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

と
が
で
き
る
。

六
〇

五
〇

四
〇

三
〇

二
〇

の
上
欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応

る
。

ト
ル
毎
時
）

視
距
（
単
位

一
〇
〇

八
〇

四
〇

三
〇

二
〇

一
九

単
位

パ
ー
セ

を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
必
要

さ
れ
た
区
間
を
設
け
る
も
の
と

区
分
及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

以
下
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た

い
場
合
に
お
い
て
は
、
同
欄
の
下

七
五

五
五

四
〇

三
〇

二
〇

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

メ
ー
ト
ル
）

一
六
〇

一
一
〇

三
五

二
五

二
〇

にす設だ段 げ
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第
四
種

普
通
道
路

小
型
道
路

第
一
種
、

第
二
種
及

び
第
三
種

普
通
道
路

六
〇

五

五
〇

六

四
〇

七

三
〇

八

二
〇

九

六
〇

八

五
〇

九

四
〇

一
〇

三
〇

一
一

二
〇

一
二

三
〇

八

二
〇

九

一
〇
〇

四

八
〇

七

一
〇
〇

三

八
〇

四

六
〇

五

五
〇

六

四
〇

七

七八九
一
〇

一
一

一
一

一
二六 六七八九

一
〇

２

縦
断
曲
線
の
半
径
は
、
次

線
の
曲
線
形
に
応
じ
、
そ
れ

設
計
速
度
が
六
十
キ
ロ
メ
ー

そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ

メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー

（
登
坂
車
線
）

第
二
十
二
条

普
通
道
路
の
縦

ル
毎
時
以
上
で
あ
る
も
の
に

登
坂
車
線
を
設
け
る
も
の
と

２

登
坂
車
線
の
幅
員
は
、
三

（
縦
断
曲
線
）

第
二
十
三
条

車
道
の
縦
断
勾

小
型
道
路

凹
形
曲
線

凸
形
曲
線

一
〇
〇

凹
形
曲
線

凸
形
曲
線

八
〇

凹
形
曲
線

凸
形
曲
線

六
〇

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以

ト
ル
毎
時
で
あ
る
第
四
種
第
一
級

り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て

と
が
で
き
る
。

ト
ル
毎
時
）

縦
断
曲
線

の
曲
線
形

縦
断
曲
線

断
勾
配
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
普
通

あ
っ
て
は
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を

す
る
。

メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る
。

配
が
変
移
す
る
箇
所
に
は
、
縦
断

六
〇

八

五
〇

九

四
〇

一
〇

三
〇

一
一

二
〇

一
二

一
、
〇
〇
〇

六
、
五
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

一
、
四
〇
〇

及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
縦
断

上
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状

は
、
凸
形
縦
断
曲
線
の
半
径
を

の
半
径
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

道
路
で
設
計
速
度
が
百
キ
ロ
メ
ー

超
え
る
車
道
に
は
、
必
要
に
応
じ

曲
線
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

二
〇

曲、況千 ト、
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装
）

十
四
条

車
道
、
中
央
帯
（
分
離

げ
る
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎

縦
断
曲
線
の
長
さ
は
、
次
の
表
の

帯
を
除
く
。
）
、
車
道
に
接
続

五
〇

四
〇

三
〇

二
〇

。時
）

縦
断
曲
線
の
長
さ
（
単
位

一
〇
〇

八
〇

六
〇

凸
形
曲
線

三
〇

凹
形
曲
線

凸
形
曲
線

二
〇

凹
形
曲
線

上
欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応

凸
形
曲
線

五
〇

凹
形
曲
線

凸
形
曲
線

四
〇

凹
形
曲
線

す
る
路
肩
、
自
転
車
道
等
及
び

四
〇

三
五

二
五

二
〇

メ
ー
ト
ル
）八

五
七
〇

五
〇

二
五
〇

二
五
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

八
〇
〇

七
〇
〇

四
五
〇

四
五
〇

に
お
い
て
は
、
十
二
・
五
パ

る
。

３

前
条
第
三
項
本
文
に
規
定

排
水
に
支
障
が
な
い
場
合
に

（
合
成
勾
配
）

第
二
十
六
条

合
成
勾
配
（
縦

同
じ
。
）
は
、
次
の
表
の
上

以
下
と
す
る
も
の
と
す
る
。

ト
ル
毎
時
の
道
路
に
あ
っ
て

掲
げ
る
値
を
標
準
と
し
て
横

路

面

の

種

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準

舗
装
道

そ
の
他

２

歩
道
又
は
自
転
車
道
等
に

３

第
四
種
の
道
路
（
ト
ン
ネ

利
用
及
び
自
動
車
の
交
通
の

面
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
、

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

（
横
断
勾
配
）

第
二
十
五
条

車
道
、
中
央
帯

付
す
る
場
合
を
除
き
、
次
の

歩
道
は
、
舗
装
す
る
も
の
と

由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

２

車
道
及
び
側
帯
の
舗
装
は

ニ
ュ
ー
ト
ン
と
し
、
計
画
交

自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な

し
、
自
動
車
の
交
通
量
が
少

い
。

ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
が
で

す
る
構
造
の
舗
装
道
に
あ
っ
て
は

お
い
て
は
、
横
断
勾
配
を
付
さ
ず

断
勾
配
と
片
勾
配
又
は
横
断
勾
配

欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応
じ
、

た
だ
し
、
設
計
速
度
が
三
十
キ
ロ

は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別

断
勾
配
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

類

横
断
勾
配
（
単
位

に
適
合
す
る

は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
標
準
と
し

ル
を
除
く
。
）
の
舗
装
は
、
当
該

状
況
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
場

か
つ
、
道
路
交
通
騒
音
の
発
生
を

、
道
路
の
構
造
、
気
象
状
況
そ
の

な
い
。

（
分
離
帯
を
除
く
。
）
及
び
車
道

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
路
面
の
種
類

す
る
。
た
だ
し
、
交
通
量
が
極
め

り
で
な
い
。

、
そ
の
設
計
に
用
い
る
自
動
車

通
量
、
自
動
車
の
重
量
、
路
床
の

交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

二
一

き
る
。

、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
路
面

、
又
は
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
を
合
成
し
た
勾
配
を
い
う
。
以

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

メ
ー
ト
ル
毎
時
又
は
二
十
キ
ロ
メ

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場

パ
ー
セ
ン
ト
）

一
・
五
以
上
二
以
下

三
以
上
五
以
下

て
横
断
勾
配
を
付
す
る
も
の
と

道
路
の
存
す
る
地
域
、
沿
道
の
土

合
に
お
い
て
は
、
雨
水
を
道
路
の

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

に
接
続
す
る
路
肩
に
は
、
片
勾
配

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

て
少
な
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の

の
輪
荷
重
の
基
準
を
四
十
九
キ

状
態
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て

構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た

が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

の。下値ー合 す 地路と得をに 理ロ、だな
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屈
折
車
線
又
は
変
速
車
線
を
設
け

す
り
つ
け
を
す
る
も
の
と
す
る
。

速
車
線
若
し
く
は
交
通
島
を
設
け

構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

屈
折
車
線
又
は
変
速
車
線
を
設
け

車
線
を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
第

種
第
二
級
又
は
第
三
級
の
普
通
道

に
あ
っ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま

屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
の
幅
員

は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す

下
と
す
る
も
の
と
す
る
。

水
施
設
）

十
七
条

道
路
に
は
、
排
水
の
た

の
他
の
適
当
な
排
水
施
設
を
設
け

面
交
差
又
は
接
続
）

十
八
条

道
路
は
、
駅
前
広
場
等

交
会
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

道
路
が
同
一
平
面
で
交
差
し
、
又

積
雪
寒
冷
の
度
が
甚
だ
し
い
地
域

設
計
速
度
（
単
位

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道

、
又
は
隅
角
部
を
切
り
取
り
、

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
部

四
種
第
一
級
の
普
通
道
路
に
あ

路
に
あ
っ
て
は
二
・
七
五
メ
ー

で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
普
通
道
路
に
あ
っ
て
は
三

る
も
の
と
す
る
。

め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

る
も
の
と
す
る
。

特
別
の
箇
所
を
除
き
、
同
一
箇

は
接
続
す
る
場
合
に
お
い
て
は

五
〇

四
〇

三
〇

二
〇

に
存
す
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、

時
）

合
成
勾
配
（
単
位

パ
ー

一
〇
〇

八
〇

六
〇

路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
適
切

か
つ
、
適
当
な
見
通
し
が
で
き

分
の
車
線
（
屈
折
車
線
及
び
変

っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
第

ト
ル
ま
で
、
第
四
種
の
小
型
道

メ
ー
ト
ル
、
小
型
道
路
に
あ
っ

は
、
側
溝
、
街
渠
、
集
水
ま
す

所
に
お
い
て
同
一
平
面
で
五
以

、
必
要
に
応
じ
、
屈
折
車
線
、

一
一
・
五

合
成
勾
配
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト

セ
ン
ト
）

一
〇

一
〇
・
五

五
〇
以

欄
に
掲
げ
る
踏
切
道
に
お

げ
る
値
以
上
と
す
る
こ
と

は
自
動
車
の
交
通
量
及
び

な
い
。

踏
切
道
に
お
け
る
鉄
道
の
車
両

（
単
位

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時

一

交
差
角
は
、
四
十
五
度

二

踏
切
道
の
両
側
か
ら
そ

し
、
そ
の
区
間
の
車
道
の

動
車
の
交
通
量
が
極
め
て

得
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は

三

見
通
し
区
間
の
長
さ
（

道
の
外
方
車
道
の
中
心
線

見
通
す
こ
と
が
で
き
る
軌

３

道
路
を
立
体
交
差
と
す
る

る
道
路
（
以
下
「
連
結
路
」

４

連
結
路
に
つ
い
て
は
、
第

九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

適
用
し
な
い
。

（
鉄
道
と
の
平
面
交
差
）

第
三
十
条

道
路
が
鉄
道
と
同

定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と

（
立
体
交
差
）

第
二
十
九
条

車
線
（
登
坂
車

通
道
路
が
相
互
に
交
差
す
る

す
る
。
た
だ
し
、
交
通
の
状

よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は

２

車
線
（
屈
折
車
線
及
び
変

す
る
場
合
及
び
普
通
道
路
と

体
交
差
と
す
る
も
の
と
す
る

上
七
〇
未
満

け
る
鉄
道
の
車
両
の
最
高
速
度
に

。
た
だ
し
、
踏
切
遮
断
機
そ
の
他

鉄
道
の
運
転
回
数
が
極
め
て
少
な

の
最
高
速
度

）

見
通
し
区
間
の
長
さ
（

五
〇
未
満

以
上
と
す
る
こ
と
。

れ
ぞ
れ
三
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区

縦
断
勾
配
は
、
二
・
五
パ
ー
セ
ン

少
な
い
箇
所
又
は
地
形
の
状
況
そ

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

線
路
の
最
縁
端
軌
道
の
中
心
線
と

上
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
お
け
る

道
の
中
心
線
上
当
該
交
点
か
ら
の

場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

と
い
う
。
）
を
設
け
る
も
の
と
す

三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
十
四

、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
六
条

一
平
面
で
交
差
す
る
場
合
に
お
い

す
る
。

線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
交
差
の

況
に
よ
り
不
適
当
な
と
き
又
は
地

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

速
車
線
を
除
く
。
）
の
数
が
四
以

小
型
道
路
が
交
差
す
る
場
合
に
お

。

一
六
〇

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

の
保
安
設
備
が
設
置
さ
れ
る
箇
所

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

単
位

メ
ー
ト
ル
）

一
一
〇

間
は
、
踏
切
道
を
含
め
て
直
線

ト
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

車
道
の
中
心
線
と
の
交
点
か
ら
、

一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
お
い

長
さ
を
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の

、
交
差
す
る
道
路
を
相
互
に
連
結

る
。

条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第

並
び
に
政
令
第
十
二
条
の
規
定
は

て
は
、
そ
の
交
差
す
る
道
路
は
次

除
く
。
）
の
数
が
四
以
上
で
あ
る

方
式
は
、
立
体
交
差
と
す
る
も
の

形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

上
で
あ
る
小
型
道
路
が
相
互
に
交

い
て
は
、
当
該
交
差
の
方
式
は
、

二
二

掲又で と自を軌て上 す十、に 普とに差立
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合こ
（
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第要車
（
乗

第
三は

（
自

第
三

山 口 県

（
交

第
三柵も

（
凸

第
三

報

（
待

第
三す一二三

（号 外 ）

に
お
い
て
は
、
自
動
車
駐
車
場
、

れ
ら
に
類
す
る
施
設
を
設
け
る
も

雪
施
設
そ
の
他
の
防
護
施
設
）

五
級
の
道
路
に
は
、
自
動
車
を
減

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車
道

道
に
狭
窄
部
若
し
く
は
屈
曲
部
を

合
自
動
車
の
停
留
所
に
設
け
る
交

十
四
条

自
転
車
道
、
自
転
車

、
必
要
に
応
じ
、
交
通
島
を
設
け

動
車
駐
車
場
等
）

十
五
条

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

以
上
と
す
る
こ
と
。

通
安
全
施
設
）

十
二
条

交
通
事
故
の
防
止
を

、
照
明
施
設
、
視
線
誘
導
標
、

（
緊
急
連
絡
施
設
を
除
く
。
）
又
は

の
と
す
る
。

部
、
狭
窄
部
等
）

十
三
条

第
四
種
第
四
級
の
道
路

一
一

避
所
）

十
一
条

第
三
種
第
五
級
の
道
路

る
。
た
だ
し
、
交
通
に
及
ぼ
す
支

待
避
所
相
互
間
の
距
離
は
、
三

待
避
所
相
互
間
の
道
路
の
大
部

待
避
所
の
長
さ
は
、
二
十
メ
ー

七
〇
以
上
八

八
〇
以
上
九

九
〇
以
上
一
〇

一
〇
〇
以
上
一
一

自
転
車
駐
車
場
、
乗
合
自
動
車

の
と
す
る
。

速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車

及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩
の

設
け
る
も
の
と
す
る
。

通
島
）

歩
行
者
道
又
は
歩
道
に
接
続
し
な

る
も
の
と
す
る
。

を
確
保
し
、
又
は
公
衆
の
利
便

図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

緊
急
連
絡
施
設
、
駒
止
め
、
道
路

他
の
車
両
若
し
く
は
歩
行
者
を

又
は
主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す

〇
以
上

に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

障
が
少
な
い
道
路
に
つ
い
て
は

百
メ
ー
ト
ル
以
内
と
す
る
こ
と

分
が
待
避
所
か
ら
見
通
す
こ
と

ト
ル
以
上
と
し
、
そ
の
区
間
の

〇
未
満

〇
未
満

〇
未
満

〇
未
満

停
車
所
、
非
常
駐
車
帯
そ
の
他

の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
必

路
面
に
凸
部
を
設
置
し
、
又
は

い
乗
合
自
動
車
の
停
留
所
に

に
資
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場

い
て
は
、
横
断
歩
道
橋
等
、

標
識
、
道
路
情
報
管
理
施
設

確
認
す
る
た
め
の
鏡
を
設
け
る

る
者
の
利
用
に
供
す
る
第
三
種

三
五
〇

よ
り
待
避
所
を
設
け
る
も
の
と

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

。が
で
き
る
こ
と
。

車
道
の
幅
員
は
、
五
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇

二
三
〇

二
六
〇

三
〇
〇

第
四
十
条

県
道
の
区
域
を
変

お
い
て
、
当
該
県
道
を
当
該

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

第
三
十
九
条

道
路
に
関
す
る

は
道
路
に
関
す
る
工
事
以
外

に
お
い
て
、
第
三
条
か
ら
第

条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、
第

で
、
第
三
十
七
条
及
び
前
条

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準

（
区
分
が
変
更
さ
れ
る
道
路
の

（
橋
、
高
架
の
道
路
等
）

第
三
十
八
条

橋
、
高
架
の
道

う
。
）
は
、
鋼
構
造
、
コ
ン

２

橋
等
は
、
当
該
橋
等
の
構

地
質
、
気
象
そ
の
他
の
状
況

橋
等
に
作
用
す
る
荷
重
及
び

す
る
。

（
附
帯
工
事
等
の
特
例
）

第
三
十
七
条

ト
ン
ネ
ル
に
は

て
は
、
当
該
道
路
の
計
画
交

の
と
す
る
。

２

ト
ン
ネ
ル
に
は
、
安
全
か

該
道
路
の
設
計
速
度
等
を
勘

３

ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
車
両

場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に

設
け
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条

雪
崩
、
飛
雪
又

覆
工
、
流
雪
溝
、
融
雪
施
設

る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の

道
路
の
構
造
に
損
傷
を
与
え

を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
ト
ン
ネ
ル
）

更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を

市
町
道
と
す
る
こ
と
に
よ
り
政
令

と
き
は
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一

工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
他
の

の
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
道

五
条
ま
で
、
第
七
条
か
ら
第
十
三

二
十
八
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で

並
び
に
政
令
第
四
条
、
第
十
二
条

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適

に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

特
例
）

路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構

ク
リ
ー
ト
構
造
又
は
こ
れ
ら
に
準

造
形
式
及
び
交
通
の
状
況
並
び
に

を
勘
案
し
、
死
荷
重
、
活
荷
重
、

こ
れ
ら
の
荷
重
の
組
合
せ
に
対
し

、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保

通
量
及
び
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
に
応

つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め

案
し
て
、
適
当
な
照
明
施
設
を
設

の
火
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
交

応
じ
、
通
報
施
設
、
警
報
施
設
、

は
積
雪
に
よ
り
交
通
に
支
障
を
及

、
吹
き
だ
ま
り
防
止
施
設
又
は
雪

ほ
か
、
落
石
、
崩
壊
、
波
浪
等
に

る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
は
、
柵

二
三

市
町
道
と
す
る
計
画
が
あ
る
場
合

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区

項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
六

道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
し
、

路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場

条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
二
十

、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
五
条

及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
か
ら
第

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は

造
の
道
路
（
以
下
「
橋
等
」
と

ず
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

当
該
橋
等
の
存
す
る
地
域
の
地
形

風
荷
重
、
地
震
荷
重
そ
の
他
の
当

て
十
分
安
全
な
構
造
と
す
る
も
の

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

じ
、
適
当
な
換
気
施
設
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

け
る
も
の
と
す
る
。

通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

消
火
施
設
そ
の
他
の
非
常
用
施
設

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
は
、

崩
防
止
施
設
を
設
け
る
も
の
と

よ
り
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
、
又

、
擁
壁
そ
の
他
の
適
当
な
防
護
施

に分条 又合四ま四、 い、該と いも当るを 雪すは設
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てる
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該

山 口

行で条項基基
（
自

第
四

県 報

第
四場の三項基な

２
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第第条条並す四
（
小

界
を
勘
案
し
て
定
め
る
も
の
と
す

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩

は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩

、
幅
員
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

。自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩

自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩

う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路

、
第
五
条
、
第
六
条
第
二
項
、
第

第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
三
条

、
第
二
十
四
条
第
三
項
、
次
条
第

準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が

準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行

十
二
条

自
転
車
専
用
道
路
の
幅

十
一
条

道
路
の
交
通
に
著
し
い

合
（
次
項
に
規
定
す
る
改
築
を
行

道
路
の
構
造
が
、
第
三
条
、
第
四

項
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項

、
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま

準
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
こ
れ

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ

道
路
の
交
通
の
安
全
の
保
持
に
著

二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
九
項

一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、

、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
一

第
三
項
、
第
三
十
一
条
並
び
に
第

び
に
第
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

種
第
四
級
」
と
読
み
替
え
る
も
の

区
間
を
改
築
す
る
場
合
の
特
例
）

る
。

行
者
専
用
道
路
の
線
形
、
勾
配

と
す
る
。
た
だ
し
、
自
転
車
専

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て

行
者
専
用
道
路
に
は
、
そ
の
各

の
側
方
の
余
裕
を
確
保
す
る
た
め

行
者
専
用
道
路
に
路
上
施
設
を

行
者
専
用
道
路
の
幅
員
は
、
政

の
状
況
等
か
ら
み
て
第
三
条
、
第

七
条
、
第
八
条
第
三
項
、
第
九

第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

者
専
用
道
路
）

員
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て

う
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て

条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、

、
第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項

で
、
第
二
十
四
条
第
三
項
並
び

ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の

ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら

し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ

及
び
第
十
一
項
、
第
七
条
第
一

第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第

条
、
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第

三
十
三
条
並
び
に
政
令
第
三
条

つ
い
て
は
、
当
該
変
更
後
の
区

「
第
三
種
第
五
級
」
と
あ
る
の

と
す
る
。

そ
の
他
の
構
造
は
、
自
転
車
及

用
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の

は
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮

側
に
、
当
該
道
路
の
部
分
と
し

の
部
分
を
設
け
る
も
の
と
す

設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

令
第
三
十
九
条
第
四
項
の
建
築

四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十

条
第
一
項
、
第
二
十
二
条
第
二

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
幅

応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う

、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
区
間

第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
第

、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三

に
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を

項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条

一
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八

二
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
八

第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四
条

分
を
当
該
県
道
の
区
分
と
み
な

は
、
「
第
三
種
第
五
級
又
は
第

第
二
条
中
「
第
四
条
第
二
項

第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を

山
口
県
流
域
下
水
道
規

山
口
県
流
域
下
水
道
規
則
（

正
す
る
。

第
一
条
中
「
流
域
下
水
道
の

第
五
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
第
四
条
第
八
項

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

条
と
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

山
口
県
流
域
下
水
道
規
則
の

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

山
口
県
規
則
第
六
十
二
号

２

歩
行
者
専
用
道
路
に
路
上

は
、
政
令
第
四
十
条
第
三
項

３

歩
行
者
専
用
道
路
の
線
形

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

４

歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
い

び
第
四
十
一
条
第
一
項
並
び

第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
適

附

則

び
歩
行
者
が
安
全
か
つ
円
滑

５

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自

び
前
条
第
一
項
の
規
定
（
自

政
令
第
三
条
、
第
四
条
、
第

し
な
い
。

（
歩
行
者
専
用
道
路
）

第
四
十
三
条

歩
行
者
専
用
道

を
勘
案
し
て
、
二
メ
ー
ト
ル

」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め

加
え
る
。

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

平
成
十
七
年
山
口
県
規
則
第
百
二

」
の
下
に
「
構
造
の
技
術
上
の
基

」
を
「
第
六
条
第
八
項
」
に
改
め

中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
六

ら
施
行
す
る
。

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

山
口

施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は

の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る

、
勾
配
そ
の
他
の
構
造
は
、
歩
行

ば
な
ら
な
い
。

て
は
、
第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で

に
政
令
第
三
条
、
第
四
条
、
第
十

用
し
な
い
。

に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
い
て

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
あ
っ
て

十
二
条
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項

路
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
存
す

以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

準
及
び
」
を
加
え
る
。

、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第

公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

、
当
該
歩
行
者
専
用
道
路
の
幅

も
の
と
す
る
。

者
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
す
る

、
第
十
二
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で

二
条
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
か

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
第
三
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で

は
、
第
十
一
条
を
除
く
。
）
並
び

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
適

る
地
域
及
び
歩
行
者
の
交
通
の
状

二
四

改七 員こ及ら 及に用況



平成

一

年 月 日 火曜日

三四
２

山 口 県

第
三確一二

報

三
（
耐

（号 外 ）

（
生設

第
二す一二

レ
ベ
ル
一
地
震
動
（
施
設
の
供

し
て
、
所
要
の
構
造
の
安
定
を
確

能
力
及
び
処
理
機
能
を
損
な
わ
な

の
措
置

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
伸

傷
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

盤
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
て

め
ら
れ
る
措
置

排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
の
耐
震

条

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号

保
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
も
の
と

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周

同
じ
。
）
に
液
状
化
が
生
ず
る
お

設
の
周
辺
の
地
盤
の
改
良
、
埋
戻

又
は
杭
基
礎
の
強
化
そ
の
他
の
有

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周

て
は
、
護
岸
の
強
化
又
は
地
下
連

イ

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三

合
す
る
こ
と
。

ロ

大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
こ

ハ

濁
度
が
二
度
以
下
で
あ
る
こ

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

る
下
水
の
水
質
そ
の
他
の
状
況
か

生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら

震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の

）条

条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号

る
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
と
す

配
水
管
そ
の
他
の
下
水
が
飛
散

人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
予
定
さ

の
上
流
端
に
お
け
る
水
質
が
次
に

用
期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
が

保
し
、
か
つ
、
当
該
排
水
施
設

い
こ
と
。

縮
そ
の
他
の
変
形
に
よ
り
当
該

に
お
い
て
は
、
可
撓
継
手
又
は

め
の
措
置

、
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
に

、
次
項
に
規
定
す
る
耐
震
性
能

性
能
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

ホ
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、

し
て
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る

辺
の
地
盤
（
埋
戻
し
土
を
含
む

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は

し
土
の
締
固
め
若
し
く
は
固
化

効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の

辺
の
地
盤
に
側
方
流
動
が
生
ず

続
壁
の
設
置
そ
の
他
の
有
効
な

十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）

と
。

と
。

、
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
、

ら
み
て
、
生
活
環
境
の
保
全
又

れ
る
も
の

） 保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ

ハ
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、

る
。

し
、
及
び
人
が
立
ち
入
る
お
そ

れ
る
部
分
を
有
す
る
場
合
に
は

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

高
い
地
震
動
を
い
う
。
）
に
対

及
び
処
理
施
設
の
健
全
な
流
下

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
に
損

伸
縮
継
手
の
設
置
そ
の
他
の
有

用
い
ら
れ
る
材
料
、
周
辺
の
地

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認

。 次
項
に
規
定
す
る
耐
震
性
能
を

。。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て

、
当
該
排
水
施
設
又
は
処
理
施

若
し
く
は
砕
石
に
よ
る
埋
戻
し

た
め
の
措
置

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い

損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め

第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
に
係

は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が

の
な
い
排
水
施
設
又
は
処
理
施

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

れ
の
な
い
構
造
の
も
の

、
当
該
部
分
を
流
下
す
る
下
水

処
理
、
排
液
の
水
処
理
施

置
を
講
ず
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

三

急
速
濾
過
法
に
よ
る
と

と
も
に
、
濾
材
が
流
出
し

四

前
三
号
に
定
め
る
も
の

ず
る
こ
と
。

五

臭
気
の
発
散
及
び
蚊
、

る
こ
と
。

六

前
号
に
定
め
る
も
の
の

残
さ
い
物
に
よ
り
生
活
環

る
排
水
渠
の
断
面
積
の
数
値

（
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
）

第
五
条

条
例
第
四
条
の
規
定

う
も
の
と
す
る
。

一

活
性
汚
泥
を
使
用
す
る

よ
う
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン

二

沈
砂
池
又
は
沈
殿
池
の

る
こ
と
。

二

レ
ベ
ル
二
地
震
動
（
施

る
地
震
動
を
い
う
。
）
に

流
下
能
力
及
び
処
理
機
能

の
流
下
能
力
及
び
処
理
機

（
排
水
管
の
内
径
等
）

第
四
条

条
例
第
三
条
第
一
項

ル
（
自
然
流
下
に
よ
ら
な
い

設
へ
の
送
水
、
残
さ
い
物
の
飛
散

ら
施
行
す
る
。

き
は
、
濾
床
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う

な
い
よ
う
に
水
量
又
は
水
圧
を
調

の
ほ
か
、
終
末
処
理
場
の
機
能
を

は
え
等
の
発
生
の
防
止
に
努
め
る

ほ
か
、
汚
泥
処
理
施
設
に
は
、
汚

境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護

は
五
千
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す

に
よ
る
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理

処
理
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
活
性

を
調
節
す
る
こ
と
。

泥
だ
め
に
砂
、
汚
泥
等
が
満
ち
た

設
の
供
用
期
間
内
に
発
生
す
る
確

対
し
て
、
生
じ
る
被
害
が
軽
微
で

の
回
復
が
可
能
な
も
の
と
し
、
当

能
を
保
持
す
る
こ
と
。

第
一
号
ヘ
の
規
則
で
定
め
る
配
水

配
水
管
に
あ
っ
て
は
三
十
ミ
リ
メ

二
五

及
び
流
出
の
防
止
そ
の
他
必
要
な

に
定
期
的
に
そ
の
洗
浄
等
を
行
う

節
す
る
こ
と
。

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

と
と
も
に
、
構
内
の
清
潔
を
保
持

泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
排
ガ
ス

る
。

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

汚
泥
の
解
体
又
は
膨
化
を
生
じ
な

と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
除
去

率
が
低
い
が
、
大
き
な
強
度
を
有

あ
り
、
か
つ
、
地
震
後
の
速
や
か

該
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
の
所

管
の
内
径
の
数
値
は
百
ミ
リ
メ
ー

ー
ト
ル
）
、
同
号
ヘ
の
規
則
で
定

措 と講すはの 行いす すな期トめ
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